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I はじめに

し本稿の課題

商アフリカ，コート・ジボワール援の首都アピジャン。

商人たちの朝は早し、。午前6時，まだ夜のあけやらぬ薄

暗がりのなか． トレ、ソミ／ユ・ヴイルの市党市場（注1）の周

辺では，黒い人影がうごきはじめる。ヤム芋，キャッサ

パ，プランテン・パナナなど根茎類主食作物，米，ミレ

ッ卜，メイズなどの穀類（注2), トマトヲピーマン，オク

ラなど野菜類，スンパラ，ミソなど種々の調味料，香辛

料，食肉類，日用雑貨，などなど，それぞれ品§Jl!Jに大

まかに仕切られた各コーナーに商品が運びこまれ並べら

れる。そして午前8時，熱帯の朝の太j湯の光が肌iこ強く

感じられる引になると，客の出入りがはじまり，それか

ら午後2時頃まで人ごみと喧騒の中で活発な商いが展開

さtiることにts..る。
1950年代からはじまった高度経済成長にともないアビ

ジャン市の人11は急速に糟大し，今日， 100数十万に達し

ている（注3）が，このアビジャン市の市民の食糧をはじめ

とする生活必需品の大半は，アビジャン市内の各所に設

けられたこのような市場を通じて供給されてU、るのであ

る。市場の周辺には主にレパノン・シリア人が経営する

小売店の店舗がならび，また最近では外i渇資本系のいわ
ゆるスーパー・マーケットの進出もめざましい。しかし

そこで取扱われている商品は，おおむね格対的に高価な

輸入品であり，アフリカ人庶民の台所をまかなう池場産

の食料品などは，上記のような市場を通じて供給されて

いる。市場付近の裏通りには，農村部で買付けた食糧を

アピジャン市に運び入れ，市場の小売商人にそれを供給

す引問屋が散和してし、る。この上うな卸老業を’Fぐんでい
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る商人は，アピジャンmでは一般にジュラとよばれてヤ
る。

ここ20年来のコート・ジボワールの高度経済成長の過

程で，首都アピジャン市を中心とする流通機構は，簡単

に図式化していえば三重の系列を形成しつつ発展してき

たととらえられる。すなわち，その第1はコーヒー，コ

コアなどの輸出産品と外国からの輸入工業製品という国

際調品の流通をになうフランス系商社とそれに結びつく

レパノン・シリア人商人の系列であり，この系列のルー

トi土，植民地体制のもとで形成され，独立以後も政府の

若子の干渉・規昔話をうけながらも基本的には今日まで存

続している。その第2は，この20年来の経済成長の過程

で，上記の第iの系列を補完するかたちで，アピジャン

市を中心に急F関する都市住民の生活を賄う食糧など主と

して地場商品の流通の担い手としてf台頭してきたジュラ

商人の系列である。

コート・ゾボワーノレ政府当局の立場からみると，上記

のI！！際商品の流還を扱う第1の系列のルートは機構的；こ

も整備されている点で，国家の規制，干渉が容易である。

事実，独立以後，政府はコーとー，ココアの生運筆者価格

の規制，買付け業者の認可制など，さまざまな政策的干

渉を実施してきた。しかし，第2の系列の流通ルート；土

群小のジュラ商人たちを担い手としていわば自生的に生

成，発展してきたものであるだけに，政府主主流Ji自機構の

整備，近代化の名のもとに彼らの活動を鏡制しようとすー

る政策は，少なくとも今日までのところ成功していな

U叫ft4）。

コート・ジボワールの流通機構の第2の系列のルート

の担し、手であるジュラ商人は，フランス人，レパノン・

シリア人商人との関係で土着的であり，また国家の直接

的保護をうけていないという意味で自立的である一つの

経済勢力とみなすことができょう。彼らは，主に国家お

よび外国資本の手で推進されつつある今日のコート・ジ

ボワールの経済開発の過程でどのような科書関心を持
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じめから単なる二重性の関係であったわけではなヤ。

ーーを明らかiこする」彼自）。

これは，従来の欧米の酒アフゾカ研究において支配的

であった7i'典的な社会人類学的研究に対する方法的な批
判意識にもとづし、て形成されてきた研究の潮流であると

いえよう。ごく単純化していえば，従来の社会人類学的

研究にあっては，健民地化対iの西アフリカの伝統的社会

iこは「経済ji土存在せず，か担にその存在が認められる

にしても，それはその社会にとって周辺約な意義しか認

められなかったということである。そして，商アフリカ

の諸社会は，自給§｛主的段階にある一つの孤立した小さ

な共同体としてとらえられ，そこでの親族関係の態様な

どに研究開心が集中してu、たのである。

しかしのちにのべるように西アフリカでは， 8, 9世

紀頃；こ形式されたとされる合ガーナ帝国の時代から，サ

ハラ砂漠を縦断する長距離交易が行なわれており，また

それ以降，サバンナと南部森林地帯との間にも，岩塩，

金，コーラの尖などを主要交易品とする長距離交易が19

没紀末の纏民地化の前夜まで拡大，発展してきたのであ

る。これらの交易は，従来狐立した存在としてとらえら

れてL、るま者共同体をつなぐ糸のような役割を果たし，そ

れらに一定の影響力を及ぼしてきたものと考えられるの

である。この諸共同体問iこ存在した溜業，市場に注目す

ることによって，従来の研究の枠組をとり払u、，研究状

泌iこ新風を注ぎこもうとするのが， と記のセミナーに代

表される最近の研究開心であるといえよう。このような

文脈で，憐民地｛と前のE百アフリカくとくにその西域にお

いて〉の長距離交易におL、て，広大なネット・ワークを

形式して活動していたジュラ系溺人が注打されることに

なってきたわけである。

古典的な人類t苧の研究対象として治外法権的iこ確保さ

れてし、た沼アフリカの伝統的社会に経済的な視角をもち

こもうとする点では，上記のメイヤスーに代表される経

済人類学的関心と， rwアフリカ経済史』悦i)を0刊し
たA•G• ホプキンス（A. G“Hopkins）に代表される経

済史的関心とはJt.j過しているが，その経済のもちこみ

かたには河手干の潤に智子のニュアンスの差興があるよう

におもわれる。メイヤスーの場合iこは自覚的；こマノレクス

主義的方法iこ依拠してそれを西アフリカのいわゆる伝統

的社会に方法的に適用しようとしているのに対し，ホプ

キンスは一つの経済発渓論の立場から櫨民地化前の街ア

ブリカ社会とL、う対象そのもののやに，その後の経済的

発般のi筒芽的要素を発謝L上うとしてk、るのである。

ち，どのような役割を演じつつあるのか。

本稿はこのような問題関心にもとづヤて，とりあえず

このジュラ商人が西アフリカの歴史の中で，どのような

過程を経て形成されるにヤたったのか，その系議につし、

て考察することを目的としている。

2. 研究状況

独立以後のコート・ジボワールの経済成長の過程にお

けるジュラ商人の活動に主主目し，これを検討した文献は

皆無に近し、。筆者の知るかぎり，この問題を直接とり扱

ったものとしては，のちに紹介するB.；レイス（Barbara

Lewis）の論文（注5）があるだけであるo しかし，彼らの歴

史，とくに植民地化前の商アフリカ各地におけるジュラ

系商人（のちに詳述するように，今日のジュ弓衡人iこ系

諸的に関連があるとおもわれる植民地化前に活動してし、

た商人グループuを広くジュラ系街人とよぷ）の活動状況

については，近年， 1：に欧米の研究者の手になる研究成

巣がかなり多く発表されている。それらはいずれも，以

下にのべるような凶アフリカ研究の最近の潮流iこ属する

ものである。

それは，経済史的関心および経済人類学的関心にもと

づく研究と概訴できる潮流である。 1969年シzラ・レオ

ンの首都フリー・タウンで開催された第10阿国際アブリ

カ・セミナーの成果として上梓された『凶ア7 リカにお

ける土着的商業と市場の発展』の編著者， C・ メイヤス

ーは，その「序論」でこのセミナーの研究関心を概活し

て次のように述べている。

「交gと市場に関する諸問題を研究してL、るJ誌で，

このセミナーは社会人瀬学の新しい発展のfj向iこ沿ぺ

たものである。これらの諸問題は，人間科学の研究者

たちからは長ャ11¥l，無視されつづけてきたが，初期の

アラブ人，ヨー口ツパ人探検家たち，および植民地行

止交官たちのつねに関心の中心であった。今日，この交

坊の問題について科学的な視角にもとづく関心が科生

したことは，以下のような点で重要である。まず第 1

に，そのことに上って人類学は……この文~では機能

的であるよりも観念、的にみえる諸制度に基礎自とおく J

見，孤立的な諸社会の研究に過度に集中していたこと

から解放主れる。第2に，このような関心は，少数の

人間集団に限定されたものでなく，新たにせまりくる

状汎に I＇~らの諸制度を適応させる必婆に直衝した数百

万の人々全体にかかわる一つの過去の歴史を明らかに

する。......さかごに， Jそれはアブリカ経済とヨー口ヅ

パ経済とのtfllの有機的な関係－・・－・それはそもそものは

吋
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メイヤスーは，宙典的な社会人類学に批判的意識をも

ち，マルクス主義的方法をもって社会人類学の領域に進

出しようとしているわけである。マルクス主義が今日ま

でこの領域にほとんど手を触れずにいたこと自体につい

ては，既存のマルクス主義的方法に内在する一つの欠陥

であると彼は意識しているようである。したがってメイ

ヤスーは，丙アフリカのいわゆる伝統的社会についての

自分の研究を，マルクス主義の継承，適用，さらにはその

創造的な発展をめざすものとして位置づけている位8¥ 

他方，ホプキンスの場合は，従来の西アフリカ経済発

展論のほとんどが商アフリカにおける近代経済史の起点

を19世紀末の；植民地化においている点に疑問を投げかけ

てヤる（住9）。ホプキンスはこの前援をとり払い，それ以

前の酋アフリカにすでに次の時代につながる自生的な経

済発展の萌芽が存在していたことを実証的に示そうとし

ているのである（注10）。

いずれにしろ以上に概括したような欧米の西アフリカ

研究の最近の潮流の中で，アラブ人旅行者，ヨーロッパ

人探険家，初期の植民地行政有らが書き残した文献資

料，あるいは現地での古老たちからの聴き取り調査など

にもとづいて，植民地化前のジュラ系商人の活動を再構

成すること自体，一つの市民権をえた研究テーマであり，

事実，まだまだ断片的であるとはいえその成果が発表さ

れつつある。

本干潟ではまずそれらを援用してジュラ商人の歴史を概

観する。筆者の関心は，すでにのべたように独立以後の

コート・ジボワールの経済発展という今日的文脈の中で

新たにff，頭し活動しているジコラ商人にあるわけである

が，彼らはこの新しい状況の中で忽然と獲をあらわした

わけではなく，西アフリカの長い歴史の中で培われてき

た商業的伝統を基盤としてf台頭してきたのである。その

意味でジュラ商人の系譜を辿q てみることほ，今計的文

脈における彼らの性格，役割を考察するためにも必要で

あるようにおもわれる。さらにジュラ商人に焦点をあて

商アフリカの歴史を辿ってみることによって， IDiアフリ

カ史の特質の一端を浮び上がらせることができるのでは

ないかということも筆者としては期待しているわけであ

る。

以下，本稿の構成は，まずジュラ商人の定義について

第E節で論じたのち，第E節では，古ガーナ帝国時代か

ら植民地化前後家？の数世紀間に，高アフリカ西淡の各

地で長距離交易商人として活動していたジュラ系商人に

ついて検討する。

28 

（法 1) コート・ジポワールの急速な経済成長にと

もない首都アピジャン市も急速に外延的に拡大しつつ

あるが， ］レァシュ・ヴイノレは， mの中心部分；こ独立
以前から存主していたアフリカ人居住区である。アピ

ジャンrliにはこのような市営市場が市内10数カ所に設

託されているが， トレ／シュ・ヴイノレ市場は，新興の

アジャメについで第2(i）規模を誇る。ちなみに少々数

字は古いが1971年の調査によれば，各市場で活動して

いる小売商の数は， γ シャメ 628人Lこ対してトレヅシ

コ・ヴイノけ土349人となっている。 Mi凶st走路 duPlan, 

La commercialisation de produits vivriers, etude 

economique，第 1巻， Rapport, 1972年， 73ベージ。

なお，本稿のトレ＇／ ＇／ュ・ヴイノレ 7行場の情去をの描写

は，筆者自身が1976年1～2月に行なった現地調査に

おける観察にもとづいている。詳しくは，原口武彦

「アピジャンのパナナm場J（『アνア経済』第17巻第
12号 1976年12月〉参照のこと。

（注2) V・アマグ（V.Amagou）の推計によれは、，

1975年におけるコ－ ＇・ジポワーノレ人の品 §5.liJ食積年

間消費量は下記のとおりである。

（単位 kg) 

j農村部｜都市部 j合 同

什米 I 32 I 72 I 47 .5 
メイス I 38 I 0.01 I 31.5 
ヤム芋 I 190 I 102 I 110 
キャッサパ I 1151 59 I 100 
プヲyテV・バナナ i 122 68 llO 

（！日所〉 Amagou, V., "La capacit毛dela Cote d’Ivoire ii 
同pondreaux besoins alimentaires de sa population," 
Cahiers lvoinens de Recherche Econ＜＞，削queet Sociale, 
第27号， 1980年12月， 19ベージ。

（注3〕 γピジャン市人口の縦移

1955{f 

1965年
1975年

〈単位： 1,000人〉

481) 

3402, 

9212' 

（出所） 1) Minist邑redu Plan, Etude Socio-Econo明 iquede 
la Zone Urbaine d’Abidjan, RaP.ρort，第17号。
2) Ministere de i’Econo回目， desFinances et du 
Plan, La Cotr, d'Ivof時間 chiffres1978-79. 

（注4〕 たとえば1970年はじめから，コート・ジポ

リール政府は流通機鱗の整備・近代化政策の一環とし

て，市内の各市場の鈎j立に散在している食糧卸売問屋

を統合し，市郊外に中央卸売市場の建設を計画し準備

をすすめてきたが，財政事情の悪化も手伝って中断し

たまま今日 lこいたっている。

地場産の食糧は，米を除いてすべてこのノレートにの

って販売されてきた。 1960年代から政府の食糧自給化
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政策JJ一環としてはじめわれた米作奨励政＇it込；こもとづ
いて，米作開発公社（SODERIZ）が生産省からは国際

価絡よりも高い奨励価格で買付け，消費者には国際価

mなみの低い公定価怖で販売してきたため，米の流通
は同公社の泌！山下にあった。しかし，採算性号無視し

た同公社の経営がオ芸大なi)1、字の累積を生み， 1977年，

同公社は解体を余儀なくされた。その後， iこ，＇）流通機

構がどのように変化したのか，それをイ云える'ti'／，械はな

し、。

( tl 5 ) Lewis, Barbara，“The Diou¥a in the 

Ivory Coast，” Carleton T. Hodge制‘ Paperson 

the Manding所収， ハーグ， Indiana lJ ni versity 

Publications, 1971年， 273～307ベーシ。
（注6〕 Meillassoux,Claude編， TheD町 elop-

ment ＜~ゾ Indigenous Trade and Afarkets in West 

Africa，口ンドン，OxfordUniversity Press, 1971年，

47～48ページ。

（注7〕 Hopkins,A. G., An Economic History 

ザ WestAfrica，ロンドン， Longman,1973年。

(rt: 8) メイヤスーより正統的なマルクスヒ義者で

あることを [I認してレる J• ：／ューレ・カゾノ， (Jean 

Suret-Canale）は，メイヤスーの方法をマルクス主義

と認めていなL、。両者の論争については，原口武彦「ア

アリカの『伝統的社会』についてJC『アジア経済』第

12巻第3け 1971年3月〕 86～98ベーンを参照のこ

と。

（注9) Hopkins，前掲書， 124ページ。

OHO〕 繍民地化前の凶アフリカの「経済Jに注目

するもう一つの研究潮流として， K・小ランニー（K.

Po¥anyl）を始組とし， c;.ダルトン（（；． υa¥ton）らに

継反される経済人類学の潮流がある。彼らは，植民地

化前の西アフリカの「経済Jを素材として，ヨーロッ

ハ近代に成立した「経済」観そのものを批判しようと

Lている。その点で，ヨーロッバ朕jな「経済」観をそ

のまま植民地化前の附アブリカにも適/tiしようとする

ホプキンスらに対して強い批判意識を有している。た

とえば， Fノレトンがポプキンスの『凶アフリカ経済史』

を批判しfニ書誹が AfricanEcononιic His山 yツ，与JI

リ（1976ifミイ手季）， 51～101ベージに掲叙されている。

II ジュラ商人の起源と系譜

l浦節では，ジュラ商人ということばを説明ぬきで用U、

てきたが，ジュラ商人とはそもそもどのような溺人を指
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すのであろうか。実はこの問題は衛j引こ答えられない要

楽を含んでいる。

ジュラ（dula,dyula, dioula)C註1）あるいはジュラ商人

（仏語では dioulacommerc;ant）という語は，今日にお

いても現地における日常用語として，またそれを反映し

て学術論文におL、ても論者によってさまざまな志味内容

で用いられてヤるのが実状である。そこにはジュヲ商人

という範曝（今日なお不確定な状態ながら〕が形成され

てきた西アフリカの歴史的な事情が反映しているのであ

る。

ジュラという語は，もともとマンディング語系の諸語

にあっては，長距離交易に従事する巡回帝人としみ特定

の職業を意味する語であり，今日でもそのような意味で

用いられているのである（注2）。しかし，もともと巡回商

人という職業を意味したジュラとむ、う議は，のちにのべ

るようにある持代から特定の地主主において，特定の族的

集団の意味合いを帯びた語に転化し，その族的集団の人

びとの母語は，ジュラ語とよばれる一つの言語として自

立するにいたったのである。この歴史的過程をまず言語

学的に，つぎには人的な系譜の問題として，資料が許す

かぎりできるだけJ主体的に辿りてみよう。

I. ジュラ語

今日，ジュラ語とよばれている言語は，言語学的にど

のように位置づけられる言語なのだろうか。

それについても言語学者の闘に諸説があり必ずしも確

定しているとはU、えないようである。 C•S•バード（C.

S. Bird）（注3）によれば，ジュラ語は，パンパラ（または

パナマ〕 3否，マリンケ（またはマニンカ〉言寄などととも

にマンディング（またはマンデ、カン）系議語に分類され

る言語である悦4＼そしてこのγ ンディング諸諸は，ソ

ニンケ（またはサラコレ〉語，スス語などとともに北部

マンデ語群を構成している。さらに北部マンデ語群は，

南西，南部マンデ語群とともにマンデ諾諾という大分類

の中に包括されている（第1図〉。

ノfードによれば，ゾュラ語を含むマンデfング諸Jfr

は，西アフリカ諸言語の中にあって次のような例外的な

特徴をもっている。まず第1に，マンデ、イング諸語を母

語とする人口の規模の大きさである。ニジェーノレJ!!Jj米

地域を中心に東はオート・ボルタ制部まで，西はセネカ、

yレ中部からモーリタニア国境』こいたる地域まで，北はマ

リのモプチからセネガル川にu、Tこるラインから，南はギ

ニア中部からコート・ジボワール北西部にU、たるまでの

広大な地域に，マンディング諸話を士急落とする約400フJ
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l同」t針iグノνー

童書 11廻マンデ諸語の分類

ノニンケ 「ハンパラ（またはパマナ〉

スス ｜ーマリンケ2)（またはマニンカ〉

7イコノ ｜ーマンディンカ

ンディングI)（また

一昨4尚古i：グループ（メンデ， クベノレなど〉
ダブイン

マ
ン
デ
諸
泌

寸封印lグノLーソ c－，ノ， ダンなど）
（出所） Bird, C. S.，“The Development of Mandekan (Mancling): A Study of the Role 

of Extralinguistic Factors in Linguistic Change, David Dalby編， Languageand History 

in Africa所以， υンド＇／， Frank Ca田， 1970午、 146～159ページの記述に 1，こ.－；いて｛午成。
( /_t) 1) ハードlI，マンディングよりマンデカン（マンデノ〉吉一語の；む：）という呼称ヰ選好し

日、るが，本絹ーではより憶照的であるとおもわれるマンディングを採｝けしておく。

~) バードiよ，－.， c・.ンカというl呼称を採liJしていろカ， これもマリンウーの；J虫、↑貨店I(1＇；こ
あ乙と J.i4;わ』しるので本稿ではマリンケそJ禾ft]ずる。ただしマザンケ〈マ二／ザJとか
lベ別して聞いる用語法もある。本文（注4）を参照ωこと。
ちなみにグリーンパーグ (J.H. Greenberg）の7 ンデ語の分類は，東部グループと

rJ~ 剖；グループに二分され，ハードの北部グループの i輔阿部が，グリーン八ーグの凶古fl

グルーフにはば士、JIじL℃いる。 Greenberg,Joseph H., Languag，出 ofAfrica，ハー

グ， Mouton,1963if, 8 －えージ。

人の住民が居住してし句。そしてさらにこのマンディン びとの中核的な居住地であるニジエール川上流地域か

グ諸語地域（その面積ははぼフランスに，そして日本の ら，マシデfング系の商人が他の核保J集団が支配してヤ

1倍半に相当する）の周辺のセネガル，ガンピア，シェ る地域に飛び地的に移住し，広大な交易ネット・ワーク

ラ・レオン，リベリア，コートージボワーノレ，オート・ を形！＆して長距離交易を発展させてし、った。これらのう

ボルタ，ガーナ北部の諸地域に7 ンディング諸語は浸透 ちとくにコート・ジボワーノレ東北部に移住した商人たち

しており，これらの周辺地域におし、てマンディング諸語 によって用いられて炉た言語が，既存のマンディング諸

を母語としてあるいは第2言語として用いている人びと 諸から分化，自立してジュラ語とよばれるものになった

の数を加えれば，マンディング諸語人口は800万に達す のである。

るものとバードは推計してU、る僅5）。また7 ンディング 今日，コート・ジボワールでもっとも広く普及してし、

諸訴は，その言語人口が8的 Jnこiきする広大な地域に流 るとおもわれるアビジャン・ジュラ浩につし、ていえば，

通する言語であることに力uえて，マンディング諸語に分 その分化‘自立化はさらに最近の続民地化以降のことで

煩される各言語問にはきわめて高レ凝集性があり，いず あろうとおもわれる。その証拠にアビジャン・ジュラ語

れの言語も相互に理解することがかなりの程度可能であ の湯｛tiこは，フランス語からの伶ー用語芸誌がある調査によ

るということが第3の特徴をなしているという（注6）。 れば5%に達してヤる（注射。したがってその成立がより

以上のように特徴づけられるマンヂ fング諸語の中に 古いコング・ジュラ語を母語とする人びとは，アビジャ

あって，本稿の主題にかかわるジュラ語（注7）はさらに次 ン・ジュラ語を侮蔑的なニュアンスをこめて，タブシ・

のような特徴をもってヤる。 カン（tabusi-kan）（注10）と呼んでU、る。

今日，コート・ジボワールの首都アピジャン市を中心

に商業言語として広く持及しつつあるジュラ語は（注射， 今日の何アフリカの言語状況のもとで，ジュラ語お上

その生成の過程からして尚業日新て、あ Jタた。のちにのdえ びそれを合むマンディング訪日告はお工そ 1-.,;cのように依

るように12世紀頃からマンデ f：..－－－夕、諸誇を母語とする入 資っけ特徴づけられる言語たのである。さて，では本稿
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の考察の対象とするジュラ商人は，このジュラ語をi季語 定義を現元とが~，こ示している民主文文献は筆者の知るかぎり

とするという意味でのジュラ人の商人と定義することが 存在しなし、が，たとえば以下に紹介するB・M・ペリンパ

できるであろうか。 ム（B.M. Perimbam）の定義注13）と実質的内容において

これは定義としては明解であるが，本稿の考察の対象 それほど差異はなし、

としているジュラ商人は，この定義の枠をこえたものと 2. ジュラ商人の起源と系譜

ならざるをえないのと u、うのは，まず第1に，今日活 古／j項では，言語の側面からある程i怠ジュラ商人の特

動しているジュラ商人の系譜を辿ってみようとすると 徴づけを試みたが，ここでは主にペリンパム倍14）の研究

き，ジュラ語がジュラ語として他のマンヂィング諸語か に依拠していわば属人的にジュラi淘人の系譜を辿ってみ

ら自立するにいたる股史的経過そのものが重要な意味を ることにする。

もってくるからである。つまり，ジュラ語はおそらく直 今日，活動してu、るジュラ治人の中核的グループの系

接的にはマリンケ誇から分化，自立してきたものとおも 譜を彼らが保持してヤる口頭伝承などによって辿ってみ

われるが，それ以前の時期においてマリンケ訪をはじめ ると，その起源は方く古ガーナ帝国時代にさかのぼるこ

とするγ ンデ fング諸訴を母語とし商業言語として用ャ とができる。

て長距離交易に従事していた商人たちは，あきらかに系 ゲーナ常国（／US；は，サハラ砂漠の南縁iこ紀元数世紀

措的に今日のジュラ商人につながっているのであるの ｛注16＇にソニンケ（またはサラコレと呼ばれる）入によっ

第2には，今日的状況に関連して次のような問題があ て形式され， 1240年，南部のマリ常国の王スンジャタ

る。すでに述べたようにジュラという諮が，族的範務と (Sunjata）によって征月設されたイ注17）。この間，ガーナ惜

しての意味あいを帯びてくるのはごく設近のことであ ｜認は金を中心と十るサハラ縦断交易のノレートを支配する

り，今日なおジュラは，族的範畷としては不確定な状態 こと（注18＇によって繁栄を享受してし、た。ソニンケ人はマ

にある。今日的状況において，系譜的にはジュヲあるい ンヂ fング語族と同様にマンヂと総称される校的集団の

はひろくマンディング系に属していない人びとが， fス 北部グループに属してヤることは， flljI廷のき議分類でァド

ラム化しジュラ請を用いて商業活動に参加するというジ したとおりであるく第1凶参照〉。

ュラ化現象がおこっているのである悦11）。逆にそのよう マンヂ人が前項の言語分類で示したように，ゾニンケ，

に不確定にしろジュラ語が成立し，ジュラが族的範鴻と マンデ fンゲなど北部グループと南西部ゲループ，南部

して意味合いを帯びてくることによって， i濁業には従事～ グYレーヅに分化して行く以前の派マンデ入は，ニジよー

していない差是耕民のジュラ人という範総も現実にあらわ ルJIIの北方，今日の十ノ、ラ砂漠の中心部iこ本拠地をお

れてきているのである。 き，紀元前約5000年頃ーから，当時まだ繰号塁：かな草原、であ

以上のような際史的・今日的状況を考癒して‘：本橋の ったこの地域で新石務時代の生活を’沿んでU、たものと推

対象とするジュラ商人を今日的文脈の中で定義するなら 測されてし、る（日針。ニの涼マンヂ人は，サハラ砂漠の乾

ば，それぞれの系譜のいかんを関わず，今封ラアピジャ 燥化iこ伴な--C）て次第に南下し街アフリカ各地iこ分散し広

ン・，jJ・を中心にジュラ話を街業主言語として沼L、て荷業活動 大なマンヂ語文化i盗を形成するlこいだる。

に従事してヤる専門的商人である。系議のヤかんを関わ ここでの記述に関連ずるゾニンケとマンヂfンゲとの

ずとし、うニュアンスを表現したヤために，これは日本務 分化の時期につし、て湾認の問題としていえば，それはγ

に｜浪〆，ての問題にすぎないが，本稿ではジ工ラ人商人と ンディング諸語間の分化（14世紀以降のことであろうと

せずあえてジュラ商人としたのである。この定義は，今 推定されている〕よりかなり手く，紀元前日正）年頃から

H，アビジャン市で日常的用語として用いられてヤる すでに分化しはじめたものと推定されている悦仰の

「ジュラJという議の意味にほぼ合致してL、る：／U2i。 さてニのJゲー十帝国時代，少なくともその後期になる

そして今日のジュラ商人の歴史を考察する燃には， J. と，ソニンケ人の潤にサハラ縦断交易iこ従事する専門fl'J

＆.＼の「ジュラ訪を用いて」というところを「ジュラ紛を な瀦人グPレープが形成されてし、たらし」、。｛むらはパンダ

含むマンディング諮を用いて」と限定をゆるめた窓味 ク（Bambouk）などセネガ／レJIU二流の金鉱から金を搬出

で，本稿ではジュラ系商人ということばを泊νることに し，サハラ南縁でサハうを滋えて主たアラヅ人商人と取

す心。ジュラ術人er吹主文献では，mに dioula，あるL・，土 ,J iをnなザ〉亡ヤたものとお 4,われる。
《lioulacommen;antなど）とし、う訟にこのような広義の u世紀，ガー十清国が崩主主しはじめるにつれてソニL
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ケ人は，サヘ／レ地帯のワラタ（Walata），チシト（Tichit)

などのオアシスから南下，分散しはじめる。ジュラ商人

の系譜に接続するのは，この南下，移動してきたソニン

ケ人であるといわれて十る。

今Hのジュラ商人の多くは，自分たちの祖先は，この

H寺代，ニジエール川岸のジャ（Dja，第2図参照） fこ定着

したノノ（Nono）とよばれるソニンケ人の商人クランで

あると主張してヤる。現に今日のジュラ商人にはソニン

ケ系の氏姓をもつものが多ヤという1山 1)。

ジャに定著したソニンケ人商人（おそらく他の要素も

吸収し拡大してし、ったものとおもわれるが〕はマリ帝国

体制下で長距離交易に従事した。 l:li笠紀までには，その

後の長距離交易の中心として繁栄したニジエールJII岸

の商業都市ジヱンネも彼らの手に主って建設された。こ

れらの商人は，系譜的にはソニンケ起源とみられるもの

の，この時代になるとほ諸のソニンケ語ではなく，マン

ヂfング語（注22）を使用して交易活動に従事するようにな

っていた。系譜的にはソニンケ系の彼らが，なぜ母語の

ソニンケ語を捨てマンデイング諾を用ャる主うになぺた

のかという点は，不明であるとベリ〉パムはのベてL‘

る（注23）。しかし，むしろマザ帝国体制ドでマンヂイング

話会使用して交易活動に従事する商人たちが，なぜゾニ

ンケ起源を主張するのかという問題設定の方が，もし後

者の事実〔彼らがγ ンディング語を使用してL、たという

こと）の確証性がi自iければ有効であるようにおもわれ

る。つまりガーナ’帝閣につながるソニンケ人起源を：i：援

することが，当時の状況の中で自らの存在の正統性の証

明となる文脈がι在してU、たとし、うことは十分によ毎えら
オ1るからである。

いずれにしろ， γ リ併肉体制下，おそくとも14!U：紀中

l緩までには，マンディンゲ訟を用ヤ長駅前i十交易に従一事す

る専門的商人グループが出現してし、た。 1352年，マリ’冷

l辿を訪れたアラブむ人旅行家イブン・パトウタは上記のよ

うな商人グループの存在を，その見聞録の中；こ君主きのこ

している惜別）。そしてペリンノ〈ムは，この商人グループ

を ri；；（ジニ1ラ」（proto-dyula）とよび， νュラ街人の始祖
とみなしている。

このマリ常［叫体制ドでJ台湾iした flボジュラJ；土‘その

後．凶アフリカ各地にr移住，分散してい0)tこ。そしてカ
ーナ帝悶II寺代かんすヤにアラブ尚人との僚触を通じてf

スラム化してし、た彼（＂仁術業ととiiこ州fブリカにお
けと》イスラム文化のかill?rの役割を巣しーとい〆イュ
では，ジャに定着したソニンケ人向人クラン，ノノと
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始祖とする「原ジュラJは，その後どのような過程を経

て，長距離交易に従事する専門約荷人として西アフリカ

各地域に移動，定者し自らの活動領域を拡大していった

のであろうか。

まず荷方からむ、えば，彼らの一部は現在のセネガ／レと

マリとの国境地得にあるバンブク金鉱の近くパフイング

JII岸iこ移動，定着しジャハ（Diakha）とヤう町を建設し

た（15世紀末以前）。彼らはまたセネガルJI！上流のJll洋

にガディアダ tGadiada）という商業，宗教都ljlを建設し

た位25）。そしてこれらの拠点からさらにカ子ンピアJ!I沿い

に河口に向ヮて進出L，カ守ンどアJll河口からニジエール

JIIJ二流iニャたる1鋭的キロメートルにおよぶ東西交易ノレー

トが形泌されることになる。

i有吉IHこ向つての進出についていえば，それは14世紀末

から15世紀にかけてi土じまったマンデ、イング諸族全体の

南部への移動にともなうものであった。二ジエールJIIJ二

流地域全体（現在のコート・ジボワール北西部，マリ i布

部，ギニア東部）がマンヂ fング語地域化していりた。

東南に1,,1つての進出につL、ていえば，後らは今日のガ

ー十・ γカン語族地域の金鉱Jこ向つてのノレート；；弘、；こ移

動，定着しボボ・ジュラソラコング，ブナラボンドゥク，

ヘコ〔またはどグ）などの衛業都市を建設した。

東方への進出についてしaえtf，モシ諸王留およびその

南のダコンパ王国の中iこ少数者の商人グループとLて定

着するとともに，ソンガイ帝国待代（14世紀末～16狩紀

末〉に現注のナイジエリアの北部，ハウサ地域のカチナ，

カノ：こまで進出してし、った。ヨミ／こ，カノからアカン地域

の金鉱にいたるルート上のニキ（：＼ikki，現在のベニンの

北昔！のなどにも彼らは拠点を建設した。

これらの移動，定着は，おおまかにとつの型iこ分到す

ることができる。第1は南方への進出がそれで，ジニLラ

系治人が絞らだけでなくマンヂイング人全体の移動トこと

もなってそのグループ内の専門的荷人として移動して，，' 

った場合である。

その第2i土，他校の罰住地域にジコラ系商人だけが，あ

るし、は彼らが：伝導するグループ。が，街業判的のために移

動し，その地主主に少数革？としてI主着した場合である。そ

のぬ｛t，文化的にその地域（，こ！日j化してしまったぬ｛， （一七

ン諸：n.討の場合）と，あくまでイスラム，マンデfンゲ
訴とい v，た後九i到す1の文化を堅持L，マンデ fンゲ人の

h、j,(Jfjlfr戸地的！／Ht地域を形成した均｛，とがある。

そLてこの没後の形態の持動が，もともと γ シγ （> 

グ諸活におし、℃語講人を怠味する普通名i;;Hこすぎなかッた
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ジュラという訪を族的範礁に転化させた歴史的契機であ

ったのである。すなわち「非マンディング社会の中iこ飛

び地を形成して居住することによって，ジュラはマンヂ

イング人を，彼らの祖先が定着した地域の族的集団から

区別するための用語となった」（注2切のである。

（注 1) フラン λ語ではdioulaとつつるのが一般的

である。 julaii原uにもっとも忠実に発育占己サ化した
うづりである。

（注2) 資料（1（］に確認しえたかヴりは，今討 ／）ハン

ノミラ請では商人を怠味する普通名詞ごある。ただし，

アピジャン市で用L、らtLているアピジマン・ンュラJ丹

（／）語数!;f.；には悶有名詞としての用語しか見当らない。

パンパヲ訴の語：震については， Meillassoux,Cl, 

Urbanization of an African Community’： Volun-

t山ツ Associationsin Bamako，シア iノ， , University 

of Washington Press, 1968年， 151ヘーン。

アヒンヤ J ・シ L ラ説については， Dumestre, G., 

Lexique fondamental du Dioula de Cote d’h::oire, 

I. L. A., Universitるd’i¥bidj姐， 1974年。

（注；l) Bird, C. S. J守heDevelopment of Man-

dekan (Manding): A Study of the Role of Extra・ 

linguistic Factors in Linguistic Change，” David 

Dalby制， Languageancl l listory in Africa丹i~!, 

P ンドン， FrankCass, 1970正午， 146～159へ－－ / 0 

(It 4) D •ダノしヒー（D. Dalby) ：こよ；, ¥ ;', γ リ

ンケはマ γディンカまたは γ ムンカ jjよびその＃，YI] /J 

z出’d討を包mずるソ 7ン丸”i/tJ) I呼称むある。 Dalby,
David，“ Distribution and Nomenclature of the 

Mamling People and Their Language," C. T. 

Hodge *1,t l'aj,ers on the sWa刀ding.i9i JC(, ，、－ ;r, 

Indiana University Puhlications, 197l>f, 3へーン。

（注5) Bird，前泌総文：， 146ベーシ。

Ci＋二6) [ii］上論文 148ヘーン。

(i.t 7) ジコラ訴とーlI にいっても，そ川地以γ

》て＇／（む：った ）j'i があり， まアー他r}）マンライング諸五5

1-0）閑述でそれ 1:,，｝）緒方；－；－Jのどの範開をンュラヨ？と託、

料、するかとい）ぷがかならずも雄主主 1.ていたい上うと

ある。

コート・：＇）， j(ワーソレi同l付n布地域JJンザツ ，；Jf，を比較似i

ブi：しているM• .T.トリーヴ（M. .T. Derive）は， νュ

ヲ而；／it;：，ヂ J)J也n/1:f＂.よって A ングブj;., :i' ・/ rネ ｝j

' ,i＇ンド 1）グ ）Ji'' -1：クラ ）j'', ,. •.）ノ、 ）j j"  .: I. 

I；にアビジャンrhC ＇－＂ょう刊誌を／｛ jI治としない人びと
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J)I；司でf吏幻れている商業ジコーラ語〔commercialjula, 

あるいは julav毛hiculaire)：二分類している。ここで一方

「2といっても，それに対して規記化した襟準語的なも

/) t；存必ずるわけではない。ただし話し手の意識の問

題としていえば，本文でもふれるように，録後の商業

ンュヲ請だけは， コング方言をUH；告とする人々から外

泊人の話す非正統的なジュラ語と｛立宣づけられている

ようである。しかし，機能的な国からみるともっとも

低投しているのはこ心もうとも紙く｛立主主づけられてい

る術業ジュラ話であろう。

本稿では，地主主によって分化したジュラ諸語を総称

する場合にジュヲ語という言語を使用し，特定のf方言」

を指すと，sy:;J:，たとえばコン F・ジュラ議，ホントワ

ク・ンュラ語，商業γュラぷの場合もアピジャン・シ

ュヲ釘討と地｝j名を附すことにする。ただし， ドリ－－ •'/ 

J）分類に」るオジェネ・ジュラ誌などコート・ンrボワ

ノLjヒ阿部のジムラ訴について：ム本布告ではマリンケ

幻Iiとぷぶことにする。与の地域；こ居住する人びとは消

1日自7匂こitマリンケノ＼とよ；inてL、るtJ，らである。 トリ
ーヴが↑費用に反してマリンケおをジュヲ請のオ：j：乙才、

)J Eと位置つItた現Jl;L:J:，マワンウJliが木和Jでいうシ

みう dふこ竺わめて3止し、；＇Jli（しかも糸必的にはオンエ

平方石油、りその他のνュラ説が派主としていっ f：ものと

おもわれる）であるという事実とともに，次のような

が'rt/iこえよっている。すなわち彼女がオジコ才、地JJで実

態調jf与Jfiなっfことき，学校教ifをうけプランスぷで

アツ j:/Jの澄史を学んだことがあるも vつは，れらをマ

り／ケ人とよひ， ンュラ人セはないと終えた（絞らに

とってンュラは溺人を意味してL、た〕が，学校教育を

ヲけずソヲンス；討を全く解さなL、人びとは，マリンケ

というれを知らず，類似グ〉マぶ〆カ（ハートはマエン

力士； IJ ＞ケと［ii］義に L./, aも古1／者を選好して月jL、てい

る〉；こ’刊、ては，これはギニア山住民を指すと符え，

Hんはシムラ人であると；主猿したとし、う。調査察＊も

少ない併j単1.t；調査であうたため4こ，彼たはこの事安全

一般化ずることは溺保しているが，外｛測からマ I）ンケ

人とよやιとれてL、る人びとの中に，その比率はわかよ〉な

t.が！＇Iんを／ iLづ人と考えていご1人uと古川、，－：，二戸 は
’iγたであろう。

し！；， I.，本総ではとぷのよう心状況があることにWi

泊、しコペも，従来の外部者のi賀川、： I.た治ってコート

ドリーノν」ti/討泌を牛；仰とする妙、｛引先凶を γI／ンケ

とよび，り＼＇ :>.;>I手話を J ＇.＇〆ヲ， 1吾とよ.，・.ことにする。
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L たがって本稿でのジュラ語とは， トリーヴのL、うオ

ジヱ不方言など（彼たのいうセゲラ方百， トゥハ方

宥も含む〕を除いたものをいう。 Derive,M. J., 

“Dioula vehiculaire, clioula de Kong et clioula 

d’Oclienne，” Annal es de l'U niv’ersite d’Abidjan 

(sむ.H, Fascicule 1), 1976年， 55～83ページe

〔注8) コート・ジポワール各地の中学校の生徒（12

～13歳）約20伺名を対象に行なった調査（1972年〉に

よると，シ／ュラ語を第2言語として浬鮮できるものの

割合は60.8%に達している。

デュメストル（Dumestre）は， コート・ンボワール

国民の半数はジュラ語（あるいはその他のマンディン

グ諸語のいずれか〉を理解できるものと推計している。

原口武彦「ブラック・アフリカ諸国の言語状況とT言語

政策一一コート・ンボワールの事{71トー」（『アジア経

済』第21巻第5号 1980年5月）66ベ－ >; Dum田tre,

G.; G. L. A. Rotarcl, ko di?: cow・s de dioula，ア

ビシャン， Universitecl’Abidjan, 1974年， 1ベージ。

（注9) 向上書 3ページ。

（注10〕 コング・ジュヲ諮で「タブンJとは，長期i

に古文郷を離れている人びと，ない LIi呉邦人を指す。

「カン」は言d'tiの意である。語源的にはち英語の bush-

manからの借用語である「プシ7 ニ」（bむsirn色ni，サ

バンナに居住する自分たちに対比して，森林郁の住民

を指す〕が変型したものであるとも・う俗説があるが，

常語学的にはこの説は論説「守きなレとトリーがはめべ

ている。 Derive，前掲論文， 57ページ。

Utn〕 Lewis,B.，“The Dioula in the Ivory 

Coast，” C. T. Hodge編， Paperson the Manding 

所収，ハーグ， IndianaUniversity Publications, 1971 

年， 275ベージ。

OU2〕 INJ上。

（注13〕 Perirnbarn, B. M.，“Notes on Dyula 

Origins and Nomenclature，” Bulletin de l' I. F. A. 

N，第36巻， ser.B，第4＞人 1974年， 676ベー γ。

（注14) 向上論文 676～690ベージ。

(IU5) が』ーナとは，、11I待のアラブソ＼旅行者の記述

にでてくるl呼体であって， %事者））ゾニーンケ人心 11頭

伝承））中にはでてこないという。ソニンケ人の口頭伝

示にでてくるワガドゥ（その首都は Gurnbu）の国が，

ゅのガーナに相当するものであるかどうかに’山、て

は，同アフリカ史研究者の聞でも確定しえといないよ

うである。この問題をとりあげた論文としては， ソニ

34 

ンケ人西アフりカ史研究者 Bathily,Abcloulaye，“A 

Discussion of the Traditions of Wagaclu with Some 

Reference to Ancient Ghana," Bulletin de l' I. F. 

A. N.，第37巻， serB，第 1号， 1975年， 1～49ベ－
yがある。

（注16) イヴ・，， ／レソン（YvesPerson) ，土，カーナ

帝国の成立は早くとも 8世紀以後のことであると推定

している。 Person,Yves, Sanwry: une revolution 

dyula，第 1巻，ダカー，1.,, I. F. A. N.-Dakar, 1968 

1ド， 123ベージ。

（泣17) ガーナ帝国が1240年に崩接したとする通説

は， ドヲフォス（M.Delaf邸時）がマンディング諸族の

I l頭伝法に j，とづL、て推定したもりであるが，欧米の

研究者の問ではアラブ人側にのこされている文献資料

に照らしてこの年代推定は再検討の余地があるとされ

ている。 Vasina,J.; R. Mauny; L. V. Thorn田編，

The Historian in Troρical Africa, ロンドン，

Oxford University Press, 1964年， 40ベージ。

（注18) ガーナ・帝国が＋ハラ縦断交易を経済的基盤

として成立したという通説に対 Lてパシリー（Bathily)

は疑問を投け、かけザハラ縦断交易が本格化する初期に

γラプ商人たちがすでに繁栄寸るガーナ帝舗を見出し

記録したアラビア諮文献資料にiiIf L，上記の通説Ii

少なくも十分に論証されているとはいえないと主張し

ている。 Bathily，再lj渇論文， 32～33ベーシ。

（注19) Stewart, M. H.，“The Role of the Ma-

nding in the Hintぽ landTrade of the Western 

Sudan: A Linguistic and Cultural Analysis，＇’ Bul‘ 

Letin de l' I. F. A. N.，第41巻， ser.B，第 2~J, 1979 

年， 282ベージ。

なおステュワートのγ ンデイングという語、η使用訟

は，本絡が係用しているものとことなり，バードのh

語分類に照らしていえばソニンケ，スス，などを合め

たバードのいう f北部グループJの水準にご♂）呼称を

適用している。

（注20) Perirnbarn，前掲論文， 679ベージ。

（注21) 向上論文 680ベージ。

（注22) ずンデイング語のハンハラ必， J〆J ラ語た

どへの分化は， 14世紀以降のことであるとされてい

る。 Perirnbarn，前掲論文， 679ベーシ。

（註幻） 同上論文 680ベーンの

（注24) lbn Battiita箸， C.Defrernery仏試， Vo・

yages d’［bn Batoutah，第4巻，パリ， 1922年， 391
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べージ（Perimbam,fl刷局論文，679ヘージより孫びき）。

ただし，上；；己書の11；本語抄訳でほ，上記の記述は省

略されている。前山信次訳『三大陸周遊記』 （世界探

険全集2)111/ Wi1t1ガ新社 1977年。

（注25) Perimbam，前褐論文， 682へージ。

（注26) ｜斗上論文 678べーン。

III 植民地化前（14～19世紀）のジュラ系商人

前節でのべたように， 14世紀までにサヘル地域から南

下してニジエール川岸のジャに定着したソニンケ人のー

クラン，ノノを始祖とするといわれるジュラ系商人は，14

世紀以降，西アフリカ各地に分散，移住して長距離交易

のネット・ワークを拡大していった。本節では14世紀以

降，奴隷貿易時代を経て19世紀末，西アフリカが全面的

にヨーロッパ列強の手で植民地化されるまでの数世紀

問，ジュラ系商人が展開してきた交易活動の実態を，利

用llJ能な文献が存在する若干のが例を通じて個別的，具

体的に検討する。

ここで検討するのは， 1)ソンガイ宇野凶下におけるワン

ガラ， 2〕モシ諸王国のヤルシ， 3）マリ常国下， w方に進
1Hしたジャハンケ， 4）ダ／レボ， 5)19世紀のパンバラ人の

セグ王国下のマラカ， 6)19世紀末，サモリ軍によって破

壊されたコート・ジボワール北東部の商業都市コング

やボンドゥクで活動してャたジュラである。狭義にはこ

の最後のジュラだけが，彼らが活動していた地域におい

てジュラという呼称でよばれていたという意味でのジュ

ラ商人である。しかし本干高

うに系譜的に二ジエ一／レ川轡d主翻iカゐら立百アフリカ各地に

移動，定着し長距離交易のネット・ワークを形成し活動

していたマンディング系の商人グループ全体を，各地に

おけるワンガラ，マルカなど国有の呼称、にかかわらず広

くジュラ系商人として，ここで考察の対象とする。

1. ワンガラ

14世紀以降の西アフリカの政治的変動にからんで興味

深いのは，このワンガラ商人（注l）の動向である。

ワンガラとはもともとアラビア語文献では，ガーナ帝

国，マリ帝国のもとで活動していた主として金を取扱う

商人を指す呼称であったのそのa意思まではマンディング諸

説のジュラとほぼ同じ介主的な意味で明いられていたの

である。しかしこのワンガラと呼ばれるジュラ系薦人

はジュラという語が知られていない東方の地域まで進出

する過程で，本来のジュラ商人とは異なった性格をもっ

商人グループに変質していったのである。

研究ノート

14世紀末からマリ帝国の勢力が衰退しこれにかわって

ソンガイ帝国が拾頭し，サハラ縦控訴交易の中心地であっ

たトンブクトゥ，ジェンネ，ガオなどの諸都市は15世紀

から16世紀にかけてソンガイ帝国の支配下に入った。当

時，これらの諸都市にはすでにジュラ系商人の一部が居

住し，マリ帝国下で長距離交易に従事し各地を巡回する

ジュラ系商人に対して仲介と宿泊のサーヴィスを提供し

ていたという。トンプクトゥ i市内にワンガラニクンダ

(W叩 gara-Counda）とばれるワンガラの居住区が存在し

ていた（注2)0 しかし，彼らはマリ常国の衰退とともにジ

ュラ系商人の代理人という役割を次第に喪失しマリ帝国

を本拠とするジュラ系商人から自立し， ソンガイ帝国

の政治にもイスラム教徒として積極的に介入するように

なった。 1493年にアスキア・ムハマド（AskiaMuham-

mad）がひきおこしたクーデタの成功のかげには，彼ら

の強力な支持があったといわれている（注3）。そして彼ら

はソンガイ帝国の勢力伸長，政治的安定を利用して活動

領域を抜大し，他方，彼らの活動は帝国経済を支え，そ

の交易ネット・ワークは帝国の政治的統 A の維持に一定

の賞獄を来したとおもわれる。

要するに彼らは，マリ帝国下のジュラ系商人の系譜を

ひきながら，ソンガイ帝国下で活動する旧マリ帝国下の

ジュラ系商人から自立したワンガラ商人に転化した（こ

とばの問題としていえば，もともとジュラと同義語であ

ったワンガラが，独自の意味内容をもつことばに転化し

たといえる〉。彼らはソンガイ帝国支配下のガオ，トン

ブクトゥなどの本拠地から，中央スーダンの東部，南部

にその活動範囲を伸長してい勺た。具体的には東北に向

って現在のニジエール国のアイール（Air）地方まで，東

部にはカチナ，カノなどハウ十の諸都市に，また南方に

は現在のベニン国の北部，ニキ（Nikki），ブサ（Bussa）な

どボルグ（またはパリパ）諸王国に，それぞれワンガラ

商人の一部が移り住み，広大な交易ネット・ワークを15

世紀末でに完成させるにいたる。

ワンガラ商人は， 1591年，ソンガイ帝国が崩壊しはじ

めたのちも，その交易活動を持続した。ゾンガイ帝医が

そ口ツコ躍によって征服されたのち，多数のソンガイ入

が避難民としてボルグ諸王国のヴンガラ将位i去に流入し

たのそこでポルグのワンガラは，交易活動を持続すると

ともにソングイ誇の一方言であるヂンディ（Dencli）語を

母語左して維持するなど，ソンガイ文化を継承，維持し

つづけた。しかし中央スーダンにおけるワンガラ商人の

勢力は次第に後退し，交易活動の主導権は，新たにt台頭
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第2図 商アアリカの：／ュラ系商人の分布
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してきたハウサ商人の手にうつることになる。ソンガイ ラ系商人が形成されるにいたる過程と，マリ帝国のジュ

帝国の崩壊後，ハウサ地域にもワンガラ商人が新たに流 ラ系商人からソンガイ帝国のワンガラ商人が形成される

入したが，彼らは独自の文化を維持することなくハウサ 過程とはきわめて猿似してU、て興味深い。しかし長距離

文化に同化していった。そして17世紀以降になると，ノ、 交易に従事する商人グループがマンデ系の系譜を維持し

ウサ語の「ワンガラワ」は，かつてのようにソンガイ帝 つつ東方にその活動領域を拡大しつづけたのはワンガラ

国との結びつきに関係なく，現在のガーナ国の北部（と 商人までである。ソンガイ帝国の崩壊後に拾頭してきた

くにゴンジャ地域〕からボルグを経て，コーラの実，金 ハウサ商人たちは，ワンガラを通じてその初期にはγ ン

などをハウサ地域に運んでくる西方出身の商人一般を指 デ文化の影響を強く受けてし、たものの（たとえば，この

すことばに転化したという。 地域の重要な交易品目の一つ、コーラの実はρ ウザ語で

以上がワンガラあるいはワンガラという語の意味の歴 ゴロというが，これはマンデイング語のワォロからきて

史的変化の大要であるが，ソンガイ帝国時代におけるワ いる〉，系譜的にもマンディング系から自立した商人グ

ンガラは，それ以前のアラビア語文献で使われているよ ループとして，殉アフリカを今日のガーナ屑辺を境界

うにジュラとは同義語ではなく，ソンガイ帝国時代に政 に，ジュラ系商人と活動領域を東if百に二分するかたち

治的憶力と結びついて活動していた商人グループを指し ？，その東域の長距離交易の半たる担い手となったので

てャた。その意味で，系譜的にはジュラ系商人に属する ある。

とはいえ，ワンガラはジュラとは異なりソンガイ帝国時 2. モシ諸王国のヤルシ（注4)

代にtjl央ス…ダンを中心に活動していた長距離交易商人 ソンガイ術開下のワンガラ；こくらべれば規模は小さい

であると規定することができょう。 が，やはりマレデ起源を主張し他の族的集団の九母H：地域

ガーナ帝国時代のソニンケ人商人から7 リ帝国のジュ に少数者として移り住み商業活動に従事してきたグ、ルー
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プとして，モシ諸主因のヤルシがある。 歓迎したらしい。それは，彼らは主にとって異教徒〈イ

先住民と南方からの征服民で構成されるモシ諸王国に スラム教徒〉ではあったが，彼らの経済的なカを認めて

あってヤルシは商業，手工業技術をもって少数者ながら のことであったらしい。ヤルシは，ヤテンガ王国内の各

王朝に結びつく独自の特権的地位を得て活弱jしてきた。 地；こ一つの村を建設し，あるいは既存の村落の一角iこ孤

ここではM ・イザール（MichelIzard）の論文（注5jiこ依 立した居住区を形成して住みついた。しかし彼らは閤有

拠してモシ諸王国の一つヤテンガ王国のヤルシについて の政治組織を形成することはなかった。しかしヤルシは

検討してみよう。 ヤテンガの歴代の主が却位式の擦にまとう綿布の白衣を

今日のヤル、ン人の祖先であるマンデ系の人びとが最初 作裂し奉納ずる，あるいは王にヤル、ンの女性を姿の 1人

にこの地に渡来し定着したのは，伝承によれば1st世紀 として献納するく1806年にNP｛立したトゥグリ豆一一

末（注6）と推定されているモシ諸王朝の成立後まもない16 ;¥l'aaba Tuguri－一一以降）などの慣行にみられるように

世紀のことであるとされている。その後，18世紀まで2世 王朝に結びついた独特の政治的特権を享受していたとい

紀にわたって彼らの流入，定着は徐々に行なわれた。ヤ がrt9）。

テンガ王国の場合についていえば，彼らがこの地に渡来 さて肝心の彼らの商業活動についてであるが，イザー

したのは16世紀前半，のちにヤテンガ王悶となるグルシ ルは後らが組織し行なっていた長距離交易について次の

王国の成立直前のことであるという。その後流入は徐有 ように兵体的に紹介している。

に行なわれ，とくに18世紀末， カンゴ王朝期（Naaba ヤテンガ王国のヤノレシが組織するキャラパン隊は，南

Kango 1757～87年）に新たに大量の流入があり，新しL、 方の中，南部モシ諸ヨミ国，ダゴンパ，ゴンジャiこ向うも

屑住区が形成されたという。 1958年に行なわれた人口調 のよりも， トンプクトゥなど北方のニジエールJI！の餐響曲

王室によれば，かつてのヤテンガ王国の絞図にほぼ相当す 郊に向かうものが主であった。北方iこ運ぶ主婆な荷品は

るワヒグヤ君~（cercle de Ouahigouya）の総人口:36万のう 主に地元産の綿布， 111羊，羊，それに奴隷，ときには，

ちヤルシ人人llは2ヌ；6000人であった（注7)。 ミレット，メイズなどの穀類，豆類と，南方から運んで

このヤルシの祖先とされるマンデ人が，そのろちのマ きたコーラの実などで，これを岩塩，千し魚，ごぎなど

ンヂィング人と特定できる人びとであったのか，さらに iこ交換して持ち帰った。南方にむかうキャラパンは，北

はジュラ系商人と特定できる人びとであったのかは不明 部から持ち帰った岩塩，地元議の綿布，原綿，さらにろ

である。しかしながら，ヤテンガ王国に定着した彼らぉ ば，馬などを運び，コーうの実，織干むなどを持ち帰った。

よび彼らの子孫は，すでにイスラム教徒であったことは 一つのキャラパンは， 20～50人の頑健な武装した労た

確かである。イスラムに対して敵対的であったそシ諸ヨ三 %（徒歩または潟を使用）とその 1.5倍から2倍の頭数

回におけるイスラムの伝播に関して北部のヤテンガ王国 のろばから編成され， lレートに通じた経験豊富な商人が

においてよりも，中，南部のそシ諸玄凶において大きな ま去にえらばれ隊全体の指揮をとった。ゲルンシ地方だけ

役割lを巣したといわれている俗8）。また彼らおよび彼ら で18のヤルシの将i住区があったが，そこから年間延べ

の子孫の多くは，綿花栽培i，織布，染物などに従事する 300～400人の商人が， 600頭のろば，または牛をつらね

とともに商業にも従事し， f貧民地化前のヤテンガヨ三凶の てエジエールJI！湾曲部にでかけていった。ろば1頭に

商業は彼らの手中に独占されていたともレわれている。 i土，岩塩の場合iこは2本，コーラの実の場合には4ぽめ～

以上のことから，少なくとも彼らの…部はマリ常国下で 5000個を積んだ。牛の場合iこは岩塩を最高5本まで積

形成されたジュラ商人の系殺をひく人びとであったもの むことができた。司ZJ,均的な規模のキャラパン隊は 1！支に

と推測される。 20～50本の塩塊5どもちかえってきた。これらの取引には

彼らは，モシ諸王国のみならず，モシ諸王淘の北方の 特定の？.Ji倒な商品（潟は奴隷，守aとだけ交換された〉を

サモ，南方のγ ンプ／レシ，ダゴンパ，ピサの諸地域に， 存心、てはプ子安兵がi通貨として用いられていた。

モシ諸王国の場合と｜司憾に少数者として点tEし， i河族的 上記の諸商品の価格を二子安ft(Kと絡す〉で表示すれ

連帯を強闘に維持し，それらの拠点問を自由に移動し if，次のとおりである。

長距離交易に従事していたという。 綿布1尺（腕尺，約50c四〕 50K 

ヤテンガ三五闘の建設者であるヤデガ三（NaabaYa-

山ga）は，ヤルシが自分の領内iこ流入，定着することを

塩ちも1；；本

奴事長

30，（削K

70，αX)～75，αXlK 
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コーラ 5,000個（③3～5K) 15,000～25，αXlK に対し，ここに紹介するジャハンケは，主に西方の大西

（北ガーナの産地〕 洋岸に向って移動し定着した商人グループである。

牛1頭

（⑥15～25K) 45，αゅ～125，αXlK
20，α沿～60，αXlK

ろば1頭 25,000～30,000K 

馬1頭 100,0仰～1田，αXlK

モシ諸王国の王および地方首長は，キャラパン隊の通

過を保証する代償として彼らから贈物を受けることが慣

例となっていたが，とくに彼らの通行に対して通行税を

課すということはなかった。彼らの通過する1レートで通

行税を課せられたのは，北方のドゴン地域のドウエンツ

ア（Douentza）通過の際だけであったとし、う。

以上に紹介したヤテンガ主国のヤルシ入商人の長距離

交易に関するイザールの記述は，それがいつの時代のこ

とであったのか特定しておらず，したがってその時代的

変化についても言及されていないが，論文の担イトル，

全体の記述から判断して，植民地化前夜、 19世紀末の状

況に関するものであるとおもわれる。

ワンガラと同様にヤルシの場合も，ジュラ商人の系譜

をひき，モシの諸王国に定着したのちも，ジュラ商人と

同様にまたおそらくは彼らと交易上の連燐を保ちながら

今日のガーナ悶北部から二ジェーノレJI!響曲者H：~、たるル

ートの長距離交易に従事した。ソンガイ帝国下のワンガ

ラと同様に，ヤノレシの場合にもモシ諸王国の体制にくみ

こまれ，言語的にもその転化がいつどの上うな過程を経

ておとったか不明であるが，現在ではマンデ穏を放棄し

モシ人の母請であるモシ諾を使用するよろになってい

る。これらの点で，彼らはジュラ商人にとっては外延的

な存在として位置づけられるであろう。

ワンガ干？とのちがいについていえば，ワンガラの活動

がさらに東方のハウサ商人のf台頭の契機となったのに対
して，モシ諸王国のヤルシの場合にはそのような波及効

果を他におよぼすことはなかったということである。こ

れは，彼らが長距離交易に従事したトンプクトゥから，

モシ諸王国を経て現在のガーナ国北部にいたるルート

が，阿アフリカの長距離交易ルートのネット・ワークに

おいては比重が小さく，いわば支線の一つにすぎなかっ

たということとも関連しているかもしれない（注10）。

3. ジャハンケ

これまで検討してきたワンガラとヤルシは，ジュラ商

人の発祥の地とされるニジエールJII響曲郊のJ11岸に位置

するジャから東方に移動し定着したグループであったの

38 

すなわちp・ヵーティン（PhilipD. Curtin）によれば，

ジャハンケは， 「セネガンピアの後背地の村むらや諸都

市一一一とくにウリ（Wuli), タンダ（Tanda), ニオホロ

(Niokholo), フタ・ジャロン（FutaJ all on), ブンドゥ

(Bundu），デンティリア（Dentilia），パンプク（Bambuk)

など一一ーに点々と定着してνた商人グループ（trading
people）」（注11）である。彼らの商業活動がもっとも隆盛を

きわめたのは， 1600年から約1回0年までの約2世紀半

で，この間「彼らは，ニジエール川上流から，航行可能

なセネガ、ルJII，ガンピアJI!にいたる東西交易ルート上の

〈交易の〉先駆者であり，もっとも重要なく商品の〉輸

送者であった」仇12）。つまり彼らは，今日のセネガル，ガ

ンピアの大西洋岸を通じての奴隷貿易が隆盛をきわめた

時代に，ニジエール川上流にまでいたる内陸部と沿岸を

つなぐ交易ルートで活動した商人グルーフeであうた。絞

らの長距離交易商人としての活動範潤は，東は今日の7

I} 国のセグ，シカソから西はセ不ガyレJll，ガンピア川の

河口附近までの東西約1悦治キロメートル，南北にはセネ

ガ／レ川流域のガデ、イアガ（Gadiaga）から，南の今日のギ、

ニア匿のブ守・ジャロン（Futa.Tallo口）まで約3剖キロメ

ートルに及んでいたという（注13）。

18世紀当時，つまり大西洋岸を通じての奴隷貿易が最

盛期であった時代，ヨーロッパ人がジャハンケを通じて

買付けていたものは，奴隷をはじめとして，象牙，パン

ブク金鉱の金，密ロウ，手織綿布などであり，それらと

交換に彼らがジヤハンケに売ったものは，インド，ヨー

ロッパ製の繊維，銃，火薬，鉄棒，金物，アルコール飲

料，銀，銅，真総，しろめ製品，それにニジエール川上

涜地域では貨幣として流通していた子安艮などであっ

と。またジャハンケのキャラパンは，西アフリカ内の交

易活動として，セネガルJI!流域のがディアガやカ、ンピア

川の河口附近の住民たちの消費財として内陸産のシア・

パター，鉄，綿布，フタ・ジャロン産のコーラの実など

を，また東方；こは敷物，綿布，仲yレム（Salum）産の塩な

どを運んでいた。運搬手段としては，移送中の奴隷，ろ

ば，人足，そしてごくまれに牛が用いられていた（注14）。

ジャハンケは彼らの主要な交易品であった奴隷をどの

ようにして調達したのであろうか。カーティンは， 1689 

年，ガディアガを訪問したC・ ホッジス（Cornelius

IIodg田）（注15）の紀行文に依拠して次のようにのべてい

る。
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ガヂィアガ経由で輸出されていた奴隷を，ジャハンケ

が買付ける市場は，サヘノレのターラ（てrarra，カーティン

は，今日のマリ国の北西部のニオロ・ド・サヘル近郊の

ジャラ，あるいはさらにそこから 100キロメート1レあま

り東方のグンブに近いナラのことであろうと推定してい

る）にあった。奴隷商人たちは，ムーア人が北部から搬

入してくる岩塩と突換するためにこの市場に東部および

南部から奴隷を運び込んでいた。この市場にジャハンケ

はわりこんできた。彼らはヨーロッパ製品をこのターラ

の市場に運びこんだ。そこでは当初，織維だけが塩と，

そして塩だけが奴隷と交換可能であったので（注16），彼ら

は運びこんだヨーロッパ製品のうも，非繊維製品をまず

繊維と交換し，その繊維を次に塩に交換し，その塩で奴

隷をえるという迂回した方法をとっていたが，ホッジス

がガディアガを訪問した頃には，上記のようなまわりく

どい方法にかわって，ジャハンケはまずパンブクの金鉱

地帯でヨーロッパ製品を金と交換し，その金をターラに

運び．それで奴隷を買付けるようになっていた（注17）。

以ヒがジャハンケの奴隷交易に関するカーティンの記

述の大要である。カーティンは，さらにパンプク金鉱の

金が直接大西洋岸に運び出されて翰Iiiされるのではな

く，ジャハンケの手を通じてサヘルのターラに運ばれ奴

隷と交換され，その奴隷が大西洋岸から輸出されるよう

になったのは，その方が経済的利益が大きかったからで

あろうと解釈している（注目）。しかし，そもそもパンブク

の金はガーナ帝国の時代から，サヘyレを通じて北アフリ

カに輸出されていたはずであり，その事実との関連で，

カーティンのこの解釈は説得的ではない上うにおもわれ
、’F
4》。

いずれにしろ，ジャハンケは大西洋岸を通じて行なわ

れた奴隷貿易の一端をになっていたことは確かである。

したがって彼らの活動は19世紀の奴隷貿易廃止後，衰退

に向かい，植民地化にいたる新しい時代に自らを適用さ

せることに失敗した。ジャハンケの長距離交易のネット

・ワークは完全に崩壊し，彼らの役者lは鉄道，トラック，そ

して椴民地体制のもとでこの地域に進出してきたレパノ

ン人商人によってとってかわられることとなった。ジャ

ハンケ人の商業活動は，今日のジャハンケ人たちにとっ

ては，単なる過去の恩＼v、出の一つにナぎないという（注19）。

以上，大西洋沿岸とニジエールJll1二流とをつなぐ東西

の交易ルートを創設しそのルートで活動していたジャハ

ンケ商人に関するー研究を紹介してきたが，さいごにジ

ュラとの関連でジャハンケの起源，系譜，ジャハンケと

研究ノート

いう語の意味についてのべておこう。

すでに検討したワンガラ，ヤルシの場合には， G・P・

7ードックのアフリカの部族名リストの中にその名が掲

げられているが，ゾャハンケの名は見当らない（注20）。

カーティンの説明によると，ジャハンケとジュラとは

共通した点が多く，事実，ジャハンケは，ジュラを「親

類関係にある人びと」（a related people）とみなしてい

るという。彼らは，ジュラと同じようにニジエール川轡

泊郊のジャ（またはジャハ〉に定着したゾニンケ人を祖

先としていると主張しているという。しかし今日では，

これまたジュラの場合と同じく， 7 リンケ語にきわめて

近い相互理解可龍なジヤハンケ語を話す｛注21)。

これに対して，西アフリカのイスラム研究者， L・サ

ンネ（LaminSanneh）の説明は， カーティンのそれと

矛盾しないまでも，若干ニュアンスを異にしている。す

なわち，サンネによれば，ジャハンケとはマンディング

系およびヅール系の人びとによる彼らの呼称、で， 「ジャ

ハの人びとJ（出e 戸opleof Diakha）という意味であ

り，ジャハンケ人自身は，アラビア諮を借用してやはり

「ジャハの人びとjを意味する「アフル・ジャハJ(ahl 

Diakha）と自らを呼んでいる。 したがって「ジャハンケ

という呼称は，単に彼らの地理的な出身地，ジャハ・マ

シナ（Dihha・Masina，ジャハはニジエール川署響曲部のジ

ャの別名であり，ジャハンケの第2の定着地とされるパ

フィング川流域のパンプクのジャハと区別して，前者を

ジャハ・マシナ，後者をジャハ・パンプクと，サンネは

呼んでいる一一号i用者注〉をさし示しているだけで，族

的な起源iこ濁する主張を含むものではない。…・・このこ

とを強調することは，ジャハンケは崎ニ，三の研究者が

主張してきたように，独自の言語をもっ人種的なあるい

は族的集団であるかのような誤った印象を与えないよう

にするために重要である」（注22）とサンネは，カーティン

らの主張を批判している。言語的にもカーティンが「マ

リンケ語ときわめて近い相互理解可能な」ジャハンケ語

が存在しているとしているのに対して，サンネは「ジャ

ハンケの墾職者は，コーランの釈義をサラコレ（＝ソニ

ンケ〉諮で行なってきている。ジャハンケの多くは今

札スス語や7 ンディング語を採用しているけれども，

彼らはサラコレ語とは5}1］の独自の言語を手干してはいな

い」（注231と述べている。そこでサンネによればジャハン

ケとは「サラコレ人のイスラム教聖戦者のエリート集団

であり，彼らの一つの専門的カーストとしての起源は，

彼らがまずジャハ・マシナに住み，つづいてジャハ・パ
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ンプクに移り住んだ中世アフリカにまでさかのぼること

ができる。」（注24）と説明される。

サンネの上記の定義からもわかるように，サンネのカ

ーティン批判の論点は，ジャハンケを一つの族的集団と

みなすかどうかというよりも（この問題は，族的集団を

どのように定義するかによっている〕，ジャハンケが植

民地化前の数世紀において，まず商人グループと特色づ

けられる存在であったのか，あるいは，イスラムを布数

ずる聖職者の集団であったのかという点にあるようであ

る。サンネは，ジャハンケをまず醗人グループとして特

徴づけたカーティン説を批判してジャハンケは，まず西

アフリカにおけるイスラムの布教に貢献した聖職者集団

であったことを強調している。

サンネによれば，今日，セネガンピアを中心に各地に

点在しているジャハンケ社会の人びとは，彼らの聖職者

活動の始祖としてアル・ハヅ・サリム・スワレ（al・Haji

Salim Suwa話， }'JIJ名ムベンパ・ライエ・スワレ M’bemba

Laye Suwar畦）の名をあげる。ジャハンケの伝承に登場

するとの高名なソニンケ人聖職者について，今日なお不

詳な点も多いが歴史上，実現した人物であることは明白

であるとサンネはいう。伝承によればアル・ハジ・サリ

ムは，ソニンケ人の王国ワガド !7（アラどア語文献に記

されている古ガーナ帝国のととであろうとする説が有力

である。サンネも同一視している〕（即日の建国者とされ

ているマガム・ジャベ・シセ（MaghamDiabe Sise）の

異母兄弟とされている。ワガドゥ主国の始極とされる7

ffム・ジャベ・シセとアノレ・ハジ・サリムが同時代人で

あることが強調されているという事実は，ソニンケ人の

歴史においてマガム・ジャベが世俗的・政治的権力の象

徴とされているのに対し，アル・ハジ・サリムはそれか

ら自立した宗教的権威の象徴とされていることを意味し

ているというのが，サンネの解釈である｛注26）。

アノレ・ハジ・サリムは7回にわたってメッカに巡礼を

行なったのち，ニヅェ－Jレ川響曲部のヅャハ・マシナに
定着し布教活動を開始する。サンネが行なった現地調査

(1972～73年〉の結果，ギニアのトゥパに居住していた

アノレ・ハジ・パンファ・ジャビ（al-HiigiBanfa Jabi）の

もとで入手したアラビア語資料注間によれIi，アル・ハジ

．サリムはジャハ・マシナ地域に政治的動乱がおこった

際，戦舌L~政治的抗争からのがれるために東方への逃避

を決怠する。サリムに率k、られた集団はまずジャブヌ

につづいて，ジャハ・パンブク（第2図参照）に移り住

む。この時サリムと行動をともにした使徒の人数は，一

40 

説には3佼）（）人をこえていたという（注獄。

地元に存在する伝承はいずれもアル・ハジ・サリムを

その後，セネガンピア地域の裂都となるジャハ・ノξンブP

クの建設者としている。アノレ・ハジ・サリムを151吐紀後

半の人物（これは，ブラック・アフリカにおけるイスラ

ム化の歴史の持代区分において重要なことであるとい

う〕と推定している歴史研究者たち（カーティンも，ウ

イルクスが主張するこの説を受けいれている）は，彼を

15世紀前にすでに存在していたといわれるジャハ・パン

ブクの建設者とするこの説を認めていない（注2針。サンネ

は，さまざまな資料を総合的に判断した上で，アル・ハ

ジ・サリムが活動した時代と，ジャハ・パンブクが建設

された時期は，ともに12世紀中葉から13世紀であったと

推定している。もっともジャハ・パンブクが，ジャハ・

マシナからジャフヌを経由して移動してきたアノレ・ハジ・

サリムのグループによってはじめて建設されたものであ

るという説を支持することは留保し，アJレ・ハジ・サリ

ムはジャハ・パンプクの建設者であるか，そうでないに

してもすでに存在していたこの町を型都化することに大

きく貢献したものと推測している（／E30）。この都市は，そ

の後のジャハンケの聖職者としての活動の拠点となっ

た。

アノレ・ ρ ジ・サリムを指導者とするゾャハンケl主，ヅ

ャハ・パンプクにおいて奴隷労働に依拠した農耕を経済

的基盤として自らは専らイスラムの研究，教育，布教活

動に従事していたe そしてアル・ハジ・サリムは，自分

の子息の 1人，フォファナ＝ギラシ（Fofana-Girasi）の一

族（qabtla）にジャハ・パンプクの商業権を与え商業活動

に従事させたという伝承もあるが，ジャハンケ全体とし

ては聖職者の活動が中心であったとサンネは主張してい

る（注31)0

サンネが収集したアラどア語資料によれば，ジャハ・

パンプクは，少なくともその初期においてはアル・ハジ・

サリムとともにジャハ・マシナから移動してきた移入民

を中核とし，選生然とした組織をもっ聖職者の自治都市で

あった。市はアノレ・ハジ・スワレを長とし，四つの教区

から編成されていた。その第1はスワレクンダ（Suware-

kunda）で，塑都の諸施設全体を統轄していた。第2の

ダマレクンダ（Damarekunda）は，アyレ・ハジ・サリム

の後継者集団として認められていた。第3のフォファナ

コギラシタンダlま，すでにのべたようiここの都市の商業

関係、と資産を統轄していた。第4のファディカクンダ

(Fadiqakunda）は，イスラム学校の学生問題（教育方法，
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組織，募集，農業労働など〉を司どっていた。アル・ハ

ジ・サリムはこのような組織の頂点に立って翠都を統轄

するとともに，セネガンピア地域を中心に各地に点在す

るイスラム教徒居住地を歴訪した。

このジャハ・パンブクは，マリ帝国時代， rm帝国の版
圏内に入ったが聖都として攻治的自治を享受しつづけ

た。年代は未だ確定されていないがおよそ15世紀頃，政

治的動苦LCその詳細は不詳〉が起こり，パンフeク地域－

帯からイスラム勢力は一掃され，望都ジャハ・バンプク

も崩接する。そしてジャハ・パンブクから避難したジャ

ハンケは，さらに東方のブンドゥ（Bun<lu），ニオホロ，

デンティリアなどに新たな拠点を築いていく。

他方1431年，ジャハンケのカパ・リネッジに属するア

ブド・アノレ・ラフマン（Alxトal・Rahman）がメッ力選干しの

途中，ハウサランドのカノでカノの首長ムアブッド・リ

ムハ（1463～99年在位〉にこわれて巡礼を断念，カノに

定えましたということが， 17世紀に舎かれたアヲピア語の

年代記『アスノレ・アルニワンガライーン』（A写ial-Wan-

gぽ ayinワンガラ人の起源）に記録されている。この聖

者アプド・アル・ラフマンに同行しカノに定着した使徒の

人数は3636人，また他の伝承によれば160家族（qabilahs)

といわれている（注32）。

要するにサンネは，その起源においてジャハンケはソ

ニンケ人の間に形成された聖職者集団であり，セネガン

ピアから東方のハウサランドにまで各地に分散，移動し

そこに彼らの拠点を建設していった過程は，一義的には

彼らの聖職者としての活動としてとらえられるべきであ

ると主張しているわけである。西アフリカにおけるイス

ラムの伝播は戦士（ジハドー聖戦〕と商人の手を通じて

行なわれてきたという通説に対して，ザンネはイスラム

研究者として襲職者の果した役割を強調する。その観点

からすると聖職者集団としてのジャハンケの歴史的役割

はきわめて虚重要な意義をもってくる。サンネはアノレ・ハ

ジ・サリムの果した役割について次のようにのべてい

る。 「明らかなことはイスラムを平和的に伝播し西アフ

リカの各地にイスラムのイメージを擁立し支えることを

めざす諸制度，諸構造を確立したことは，スーダンのイ

スラムに対する彼のもっとも独創的な深大な影響力をも

った貢献であった」（注33）。

サンネが主張するように，ジャハンケはその発生，系

譜においてまず聖職者集団であったというべきかもしれ

なu、しかし，彼らが副次的にしろ奴隷貿易時代は，ニ

ジ1ーノレ川上流から，大西洋岸にいたる交易ルートを確

研究ノート

立し，そこで奴隷を主要な商品とする長距離交易に従事

していたことも事実であろう。また，ジャハンケの聖職

者としての活動を支える経済的基盤は，彼らがその宗教

活動の代償として与えられた奴隷を主要な労働力とする

農耕にあったということは，サンネが指摘しているとお

りである（注問。要するにジャハンケの聖職者としての活

動も，商人としての活動も，いずれも奴隷貿易時代の奴

隷に依拠していたということである。

4. ダーボ・ジュラ

ダーボ・ジュラは前項のジャハンケと同じく，奴隷貿

易時代を通じて東西交易ルートのガンピアJII流域におい

て活動していた商人クランである。ここでは， D・R・ラ

イト（DonaldR. Wright）が1974年から75年にかけてガ

ンピアJll流域で行なった聴き取り調査の或染目的に依拠

してダーボ・ジュラについて検討する。

ライトによれば，ダーボはガンピア川沿いにガンピ

アJII下流から東方の広大な内陸部の間で，奴隷ヨ布地，

鉄，塩Jヨーロッパ製工業製品，その他の輸送，交易lこ

従事していた「いくつかのマンディンカのジュラ（Jula)

のクランの一つ」（注紛であるe ごこでライトはジュラを

商人を意味する普通名詞として用いている。そしてダー

ボは族的にはマリンケ（注3のに属するとされている。

セネガンピア地域に現存する伝承によれば，ガンピア

JII流域で長距離交易に専ら従事していたマリンケ系の商

人クランとしては，ダーボのほかシンガテ（Singateh),

キンテ（Kinteh），パヨ（Bayo），ダンソ（Danso），フォファ

ナ（Fofanna）（注38），ニャリニャ（Nyarinya）など数値のク

ランがあった（注39）。

ライトは，彼らが商人クランとして自らを確立したの

は，マリ帝国の興隆期（13世紀〕であり，この－？y帝国

下で，長距離交易に進出しはじめた一部のマリンケ人自

由民（それまで彼らの多くは猟師あるいは武士であっ

た〉が後ちの始継であろうと推測している。

ライトが収集したグーボの伝欣によれば，グーボの祖

先は，ニヅェ－；レ川上流のマリンケ人の故郷の地のある

村から西に向いガンピアJI(流域に移動してきた。それは

12世代前のことであったという。その援先は移動の際，

短剣とコーランと金の腕環を携行した。これらはあきら

かにダーボの祖先一族の中に含まれていた，戦士，型戦

者，薦人という要素を象徴するものであるとライトは解

釈している（注40）。

ダーボの始極は，まずカザマンス川中流のテンディン

ディ（Tendindi）に定着し，そこから彼の息子・たちは自
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分自身の村を建設するために四散してヤった。戦上の一

族はカザマンス川の南方， カプ（Kabu）地方に移動し定

着した。聖職者の一族は北方に移動しガンピアJI!流域に

向い，さらに小さな集団に分れてガンピア川沿いにユ

アニ悶（Niani）のドボ（Dobo），キヤング国（Kiang）のド

ゥンブントゥ (I〕unbuntu），ジャーラ国 (.Tarra）のダサラ

ミ（D旧.salami）などに点々と定着した。さいごに商人の一

族は，ガンピア川の河口から航行可能な最も上流の地点

にあったウリ（Wuli）国から河口にむかつて川沿いの数

カ所に定着し，主に奴隷と綿布との交易に従事しはじめ

たとU、う。

ライトの面接した情報提供者の一人，アル・ハジ・ラ

ミン・ダーボ（AlHaji Lamin，ダーボの米露苦の一人，彼自

身も現在，商業を営んでいる）は，ガンピア川河口の北

岸に存在したニウミ（Niumi）国に内陸から奴隷をはじめ

て運びいれた最初のダーボ商人の一人であるフォマング

・ダーボ（FomangDarbo）が，故郷のウリ国からニウミ

国に到着したとき，国王（マンサ， mansa）に請われて

同国の商業中心地であったジュフール（Ju征ure）に定着し

た経緯について諮っている（注41＼フォマング・ダーボは

ジュフールに定着したのちは，ニウミ閣の徴税人として

活動するとともに壬の代理人として交易に従事したとい

ワ。

交易とイスヲムの関係につし、ては， グーボの場合に

も前項のジャハンケについてサンネが指撫しているよ

うに，布教（モリヤ， moriya）と巡回商業（ジュラヤ，

julaya）とは峻別され， グーボは全員，イスラム教徒で

あったが商業に従事するものが聖職者を兼ねるというこ

とはなかったという。それは一つには，イスラムの浸透

がまだわずかである社会とはちがってイスラムと絶えず

接触していたガンピアJ!I流域のマリンケ入社会のような

地域では，聖戦者が行なう析持などもかなり凝ったもの

になっており専門的な訓練を要し，商人が片手間に行な

えるようなものではなくなっていたためでもあるとライ

トは説明しているほ42）。そういうこともあってガンピア

川流械に定着したダーボ・クランでは商業に従事するも

の（ジュラ）と聖職者（マラブ）とは載然と分業化して

いたという。これは，ジャハンケにつし、てサンネが主張

している西アブリカでのイスラムの伝読書における聖職者

の役割の重要性ということを補強する事実であるといえ

よう。

それはともかく，ダーボ商人はウリ，ニアニ，サルム

(Saloum），ニウミなどガンピア川流域の諸小障のfHJを巡

42 

回して経済的成功を収めたのである。ダーボ商人は，そ

れらの諸国の玉に対して，彼らが必要とする物資（戦時

における馬，食掻不足等の穀類〕を供給十ることの代償

として，自分たちの東西長距離交易ルートの安全を保証

させた。グーボ商人は，政治的には諸勢力関にあって中

立を保ち，政治的誘停者の役割を演じることもあった

（注43）。

ダーポ帝人i土，自らの家内奴隷および交易尽の奴隷の

労働力を利用してミレットや棉花の栽培も行なってい

た。自家消費とカパンコ（Kabanko）とよばれる貢紋を除

いた余剰のミレットは，ガンピア川河口の町に住むアフ

リカ人，ヨーロッパ人に売り渡した。棉花については，

これも奴隷労働を利用してますヱ約50センチ幅の綿布を織

り，それをつなぎあわせてファロ（falo）とよばれる布地

を作製した。この布地は， 7 リンケ社会にあってほとり

わけ婚資として用いられる威信財であった。布地の余剰

は，潟，ろIi，牛などと交換された。このようにしてダ

ーボ商人たちは富を蓄え彼らの社会的，経済的地位を高

めるとともに，婚姻政策を通して彼らのガンピア川流域

の交易ネット・ワークをより強掴なものに確立していっ

た。かくして，ダーボ商人の活動は18世紀初頭にその最盛

期を迎えてL、たであろうとライトは推定してャる｛注44）。

18世紀初頭，最盛期にあったグーボ商人の長距離交易

の主婆品Bは奴隷であった。彼らはウリ国に本拠をお

き，ヴリ国の東方のタンダ（Tanda）地方からニジェーノレ

川にかけての地域で当時，頻発していた戦争，掠奪の戦

利品としての捕虜を勝手まの伝I）から，塩あるいはガンピア

川河口で仕入れたヨーロッパ製工業製品との交換で買入

れた。このようにして買入れた奴隷，数百名をひきつれ

てキャラパン隊は，ウリ国に帰還する。そしてこの奴隷

をウリ国のブァタテング（Fatatenda）市場で売るか，そ

うでない場合はガンピア川河口，あるν、は南に下ってカ

ザマンス川，ゲベ川河口の市場で売るために，さらにキ

ャラパン隊をくんで奴隷を運んでいった。ウリ国からガ

ンピア川河口のニウミ国の市場までの300キロメートノレ

あまりの行程に要する日数は8～10討であったという
（注45）。キャラパン隊が通過する，あるいは取引を行なう

諸留において彼らは乏に関税を支払った。その額はさま

ざ支であったが，概して単なる通過の場合には少額であ

り，取引がそこで行なわれる場合には取引額の10分の l

が相場であったとャう岨46).

5. マラカ

氏・ロパーツ（RichardRoberts）（注47）によれば，マラカ
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(Marakaまたは－，！レカ Marka）はマリンケ化したゾニン

ケ人である。その点では，これまでに紹介したワンガラ，

ヤルシ，ジャハンケ，ダーボと同じである。マヲカは「の

ちにイスラム化したソニンケ人の全般的な拡散一一それ

によってガジャーガ・ソニンケ（GajaagaSoninke）（注48),

ジャハンケ，ジュラ，ヤルシなどが形成された Aーーの一

派を構成するものである。」（注49)

マラカは今日，ニジエール川事雪崩部に沿って居住して

いるが，ジャハンケなどがし、ずれも最初にジャ（または

ジャハ〉に定着し，そこから各地に分散，移動していっ

たとしているのに対して，マラカの場合にはその極先は

ワガドゥ（注50）から直接に現在の居住地に移動してきたと

主張しているという。

マラカも，ジャハンケなど西スーダンの他の聖職者・

商人グルーフ。と同様に，自分たちが建設した都市でその

地域の政治的権力から自立し自治を享受し，商業とイス

ラムというこつの要素を含みもってv、たという。しかし

他の尚人グループと異なる点は，のちにみるように彼ら

の活動範囲がきわめて限られた範聞であ〆》たということ

である（出1）。

191仕紀以前におけるニゾエールJII簿曲部のマラカの主

要な商業都市は，シンサニ（Sinsani，フランス詩文献で

はSansandingとなっている。現在のセグ市の北北東50

キロメートノレ）とニャミナ（Nyamina，セグ市の西南西

100キロメートル〉であった。そして19世紀中葉にいた

って，新たにパナンパ（Banamba），パラウェリ（Baraweli)

が建設された。

口パーツが1976年から77年にかけて現地で収集した伝

承によれば，イスラムの聖戦者アル・ハジ・アルファ・

γマrゥ・クマ（al-hajiAlpha Mamadu Kuma｝が，ガ
ーナ帝国の崩壊後（11世紀から13世紀の問〉この地に渡

来し，シンサニを建設した。アラピア語文献資料として

は，アブデラフメン・エコサディ（Abderrahmenes-Sadi) 

が， 1644年にこのシンサニを訪れたことを記録にとどめ

ている（注52）がこれがもっとも古いものであるという。し

かしマラカ自身の伝承が，年代記的に吋貸したものにな

っているのは， 18世紀中葉，この時期にJ台頭し勢力を拡

大しつつあったパンパラ人のセグ主闘にシンサニが編入

された時期以降のことであるという（部九

日パーツによれば，マラカはパンパラ語でもともと

「支配する人びと」（注54）を意味している。しかしこの語

が，マラカがガーナ帝国からの植民者を意味していたの

か，あるいはかつての帝国の出身者という単なる称号で
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あったのか‘セグ王国成立以前のこの地域の歴史におけ

るマラカの役割を明確にする文献資料も伝承も存在しな

いという（注55）。

18世紀初頭，パンパラ人のセグ主国がこの地域に建設

されたことによって，この地域の経済は活況を呈するよ

うになった。 しかしクリパリ（Koulibali）王朝（約1712

～52年〕期にこの地域の商業の中心地はニャミナにあっ

た。ニャミナiこはサハラの岩塩が大量に流入し，またこ

この商人たちは，銃，火薬，馬，高級布地などと奴隷と

の交易を盛んに行なっていたとヤう。シンサニがニャミ

ナにかわってセグ帝国の商業の恥心地となるのは， 1794

年に内戦の戦苦Lでニャミナが崩壊したのちのことであ

る。そして1820年代にセグ帝国とマシナ帝国との領土争

いがおこり，ジェンネを中心とする交易網の南方部分が

遮断されてしまったときジェンネは衰退に向い，それに

かわってこの地域における商業中心地としてのシンサニ

の地位はさらに高まった。しかし，シンサエの商業中心

地としての繁栄は短命で， l部0年代初期にウマール帝国

がこの地域を支配するようになった以後，シンサニは衰

退iこ向い，その後， I酪0年代から20年あまりサモリ帝国

の建設期に奴隷交易を遥じて復興の兆しをみせたもの

の，結局，この地域の商業中心地は1卯5年までには新た

に建設されたパナンパに完全に移ってしまったという

（注56）。つまり，シンサニがこの地域の商業中心地として

繁栄し，マラカ商人がそこでもっとも活発に活動してい

た時期は， 18世紀末から19世紀末にかけての約1世紀聞

であったわけである。

では次に，当時のシンサニに本拠をおくマラカ薦人の

活動の模様をみてみよう。

ロパーツによれば，シンサニのマラカ古賀入は三つの役

割を演じていた。その第1は，乾季に家畜をひきつれ，

サハラの岩塩を運搬し南下してくるムーア人に対するス

ラカ・ジャーティギ（Surakajaatigi，スラカはムーア人，

ジャーティギは主人の意〉としての役割である。第2は，

シンサユの町の周辺に造成したプランテーションにおけ

る商品としての穀類，棉花の栽抗その綿花を利用した

棉::(fjの生産である。第3は，ヰtlこはトンブクトゥまでニ

ジエール川をカヌーで下り，南iこはろばなどによるキャ

ラパンを組んで商品を移動させる長距離交易である。

まず第1のムーア入に対するスラカ・ジャーティギの

役割については，ロパーツは大要次のようにのべてい

る。

シンサニのマラカ人の最大の経済的基盤は，北部から
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南下してくるムーア人との交易であった。ムーア人は乾

季になると南下してきて，刈入れ直後の7 ラカ人のプラ

ンテーションでつれてきた家畜を放牧した。家者の糞尿

は土壌の肥沃化をもたらした。またムーア人は，家畜（と

くに馬〕，家畜の乳，さらにサハラから逮んできた岩塩

を，マラカ人の生産する穀類，棉布，または奴隷と交換

した。このシンサニを訪れるムーア人たちは，多くの場

合，シンサニ在住の特定のマラカ人と恒常的なスラカ＝

ジャーティギ関係（注町を持っていた。彼らはシンサエ滞

在中は，それぞれ自分のジャーティギのプランテーショ

ンで自分の家畜を放牧させてもらい，ジャーテfギの屋

敷で寝泊まりする。ジャーティギのマラカ人は，ムーア

人がもち運んでくる岩塩，乾肉，ディツなどの商品の販

売代理人の役割jを演じた。雨季になりムーア人カtヰヒ郊に

帰ることになると，ムーア人は売れのこった岩塩をマラ

カ人のジャーティギのもとに託していった。ジャーティ

ギはムーア人から託された岩塩を雨季の価格上昇鶏に阪

若して，元手を要さず利ざやを稼ぐことができた。その

こともあって，通常，マラカ人のジャーティギはシンサ

コでもっとも富裕な階層を形成するようになった（注問。

次に第2の穀類，棉花の栽培，棉布の生産についての

ロパーツの説明を要約，紹介しておこう。

マラカ人はシンサニの町の周辺に造成したプランデー

ションで穀類と棉花の栽培を行ない，その棉花で棉布を

生産していた。そのプランテーションにおける主要な労

働力は奴隷であり，マラカ人は50～2朗人の奴隷を所有

していた。数百人の奴隷を所有し，数カ所のプランテー

ションを経’ぼしているマラカ人もまれではなかった。 19

世前半）シンサニに本拠をおき活動していたマラカ人の

大商人の 1人，コロ＇？＇？・クマ（ KoromamaKuma）は，

:iooo人をこえる奴隷を所有していた。交易用に買入れた

奴隷も，売却されるまでの期間は，このプランテーショ

ンの労働力として動員された。シンサニの綿布生産の規

模を推計する手だてはないが，その規模は動員可能な奴

隷労働力に依存していた。紡績は女子奴隷が，織布は男

子奴隷がそれぞれ分担した。このようにして生産された

穀類と棉布の余剰は，マラカ商人の交易ルートを通じて

販売された（丹59）。

さいごに，マラカ商人自身の長距離交易活動につい

て，ロパーツが述ぺていることを要約しておこう。

マラカ商人は，すでにのべたように穀類，綿花など農

業生産にも関心をJムっていたので，交易の旅に出るのは

収穫後の乾期の3～4カ月に限られていた。
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7 ラカ商人の商品の輸送方法はキャラパンとカヌーで

あった。 18～19世紀当時，商アフリカ各地ではキャラパ

ンの活動は盛んに行なわれており，その規模は2似苅人を

こえるものもあった。 1S28年，テングレラ（Tengrela）か

ら R• カイエ（R. Cailliめが同行したキTラパンの規模

は荻沿～600人，カイエが食事をともにする斑の人数は16

人であったと，ロパーツは記録している（注60）。しかし彼

によればマラカ商人の場合は比較的小規模で30～40人を

こえることはまれであった。これはマラカ商人のキャラ

パンは，卸売と数少ない商品に特化していたこと，前述

したように彼らの活動が乾季の3～4カ月に限られ，そ

の聞におよそ1田0キロメートルを踏破しなければならな

し、ために機動性を重んじたためであるという。キャラパ

ンカt,J、編成になれば，それだけ道中の危険も増大するの

で，マラカ商人のキャラパン隊はそれにそなえて完全に

武装していた。

マラカ商人のキャラバンは一般に婦人を同行せず（カ

イエの同行したマリンケのキャラパンには一定の役割を

課せられた婦人が伺行していた），少なくとも途次の食

糧は携行していた。これらはすべてキャラパンの機動牲

を糟大させた。マラカ商人の輸送手段は主にろばであっ

た。ただし零細な商人は，自分の頭に荷をのせて運ぶも

のもいた。ろばは地元で飼育され， 1頭，数百K CK= 

コーリー，子安貝の個数，以下同じ〕で調達できた（注61）。

サハラ砂漠，サヘノレ地方で頻期されていたらくだが125

～150キログラムの荷を 1日35キロメートル運搬するこ

とができたのに対し，ろばの場合には70～80キログラム

の術をかなりの山道でも 1f:116キロメートノレ運搬するこ

とができたという。マラカ商人のキャラパン隊の長は，

ケル・ケンチギ（kuru－キャラパン， kuntigi一長〉とよ

ばれ， 7ラブ（聖戦者〉がその任にあたることが多かっ

たという。マラカ商人の場合，各地にはりめぐらされた

独自のネット・ワークは保持してはおらず，系譜的にほ

とくに関係のない各地のゾャーティギUaatigi）のもとに

宿泊し，取引した。

マラカ商人がキャラバンによってシンサニから南部iこ

運ぶ商品としては，地場産の棉布と，北：かからシンサニ

に運ばれてきた再輸出品の岩塩，家畜（サモリ時代はと

くに重要になった。），子魚などであった。そして南部が

らは，主にコーラの実を購入しでもどってきた。この交

易の利益は，ロパーツの雄計によれば，以下のとおりで

ある。すなわち，シンサニで：lOOOKで仕入れた塩塊1本

は，南部のテングレラでコーラの実， 3かご C1かご
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100凶岡入り）と交換される。このコーラの実を再びシン

サニにもってくれば， 1かご4000Kで売れる。つまり塩塊

の仕入れに投じた3000Kの元手が， 1往復の交易で1万

2000Kにふえ，差引き9000Kの粗利益を上げることがで

きる。この交易に要する費用としては輸送費と通過する

各地で徴収される通行税などであるが，ロパーツはその

額については推計を示していない。

つぎにカヌーによる交易についてみてみよう。カヌー

は，北部の商業都市， トンプクトゥまでのニジエール川

の航路で利用されていた。トンブクトウは，シンサニ，

ジェンネなどから穀類の供給をうけていた。ニジエール’

川を通じた大規模な穀類の交易がどの時代からはじまっ

たかは明らかではないが， 16世紀には，レオ・アフリカ

ヌス（LeoAfricanus）が，ジェンネとトンブクトゥの間

にカヌーによる交易が行なわれていたことを記録してい

る（注62）。

カヌーによる輸送は，キャラバンによる陸路輸送より

はるかに経済的で，これがシンサニの販売用穀類生産の

場産を助長したものとおもわれる。たとえば，カヌーの

場合， 1隻平均20～30トンの荷を積載できるが，それは

荷役1000人，またはらくだ200頭，あるいは牛300頭のキ

研究ノート

これは，マラカ商人6人が6～10トン級1隻を借りた

事例である。

弱品

奴隷加入（ 1入 75,000K〕 l，臼O，脳lK

ミレット 50袋（1袋 1おkg〕

（シンサニにおける生産｛適格の算定不可能〉

運賃

奴隷 C1人 2，αXlK〕
ミレット（1袋 I，印OK)

労賃

水夫 2人 C1人 15,000K)

食費

40,000K 

75,000K 

30,000K 

商 人 6人（1 f3 1人250K45日間） 67，田OK

関税（10%)

奴隷 2人

ミレット 5袋

67,500K 

150，α)OK 

百十 1,862,SOOK 

トンブクトゥで上記の商品は岩塩と交換される。

奴 隷 18人 C1人塩塊15本〉 270本

ミレット 45袋 C1袋約2.5本〉 112本

そしてシンサニまでの帰途の費用は以下のとおりであ

ャラパン隊の運搬量に栂当する重宝であったという他的。 るの

利用されるカヌーの大きさは，パマコ以南の上流では 運賃

1トン積みくらいの小さなものであり，パマコ以北で利 塩塊 :.l82本（0.5%) 19本

用されていたものはそれよりはるかに大きく，小さいも 労賃

のでも 6～10トン， 20～30トン級のものが平均的であ 水夫 2人（ 1人 15，似渇K) 30，α)OK 

り，最も大きいものでは剖～80トン級のものも存在し 食費

た。カヌーの材質は，カルカイドラ（calcaidra），カリテ 商人 6人分 67，回OK

(karite），エボ、二一（ebony）などで，釘を打たずなわで桜 関税（10%〕

を結びあわせて作られていた（注64）。したがって水もれが

かなり激しく，水夫1人または2人が専門にその水のか

いだしにあたっていたという。 60-80トン級のカヌーに

なると専門の乗組員の数は17～凶人に迭した。

お裕な商人の中には，このカヌーを自ら所有している

ものがいたが，普通の商人の場合には，共同で一隻を借

りたり，カヌーのスペースの1部を借りて荷を運んでい

fこ。
ロパーツは，ジェム中尉（Lt.Jaime）が188θ年当時，

シンサニからトンブクトゥまでのカヌー交易の諸経費に

ついて推計した記録（注65）を，ロパーツ自身の現地におけ

る聴取調査の結果にもとづいて補正したものを紹介して

し、るが，それによるとー航海の諸費矧は以下のとおりで

ある(lt66）。

塩塊 363本Xl0% 36.5本

;fr 97,500K 

十塩塊 55.5本

持ち帰った塩塊326.5本（382本一55.5本）は， 1本2

万Kで売られる。したがって総売上げは， 6537:iKとな

り， これから費用合計196万K (186万2抗的K十9万7反目白

K〕Xミレット50袋の原価（注67）を差し引U、た， 457万K

ーミレット50袋の原価が，このマラカ商人6人の90日間

にわたる活動の利益となる。コーリ一価格のたとえばフ

ランス・フランへの換算は地域，時代によって相場が著

しくことなるので困難であるという。そこでかりにこれ

をミレ、ソトの量に換算してみよう。シン十ニで， 7万

5000Kで鱗入した奴隷が， トンゾクト ＇.lでは塩塊15本と

Jと換されたわけであるから，塩塊14:の溜人にとっての
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価格は5以)OKとなる。マラカ商人がトンブクトゥまで運

んだミレット45袋は， 112本の塩塊と交換されたという

から，その価額は56万K (5α)OK Xll2), 1袋あたり約

1万2400Kとなる。これをかりにミレット 1袋の原価に

みたてて，さきほどの総利益， 457万Kを除してみると，

その値は約369袋となる。つまりミレット 369袋という

わけである。これから当初の現物費用のミレット切袋を

差し引いて 319袋，マラカ商人1人当りの純益はミレツ

ト約50袋（125kgX 50=62却匂〉あまりということにな

る。今日のミレットの生産者価格は印CFAフランぐら

いであるから，これは今日の価格に換算すれば30万CFA

フラン（CFAフラン手円）となる。 1商人の3カ月間の

活動の成果としては，まずは順当の斜というべきかもし

れない。

6. コング市のジュラ商人

最後にニジエール川響曲部から南方のコート・ジボワ

ール，ガーナ沿岸に向う南北長距離交易ルートの中継拠

点として， 18世紀初頭から19世紀末まで繁栄していた商

業都市のひとつ，コング市（現コート・ジボワール国の

北東部〕を建設したジュラ商人について検討しておこ

う。これまで検討してきたワンガラほかの商人グループ

とことなり，この地域を拠点として活動していたマンデ

fング系の商人グループはジュラとよばれ，しかもその

ジュラとし、う語が族名的な意味合v・を帯びて用ャられる
ようになった慌様である（注68,0

1897年，サモリ主主に攻略される以前のコング市につU‘

ての一次資料としては，フランス人探険家， L•G ・パ

ンジエールの『凶アフリカ紀行』（註鮮がある。メンジエ

ールは商アフリカ内陸部の踏査の途次， 1888年2月，こ

のコング市を訪れ20日間ばかり滞在し，その後ガーナ内

陸部を踏査したのち， 1889年1月iこ再びこの地に立寄り

2週間あまり滞在した。

パンジエールの推計によれば，当時のコング市の人口

は1万印00人”住民は「マンデ・ジ .cJ.ラ」人とその奴隷

たちによって構成され，通用する言訟は，パンジエール

が精通していたパンパラ語（第1問参照のこと）に近u、

「マンデJ語だけであった。

fl氏はすべてイスラム教徒であり市内には大モスクを

含めて五つのモスクがあったが， イスラムの戒律はそれ

ほど厳しく遵守されてはいなかった。宗教的首長のシタ

フγ ・サカノコ（日it品faSakhanokho）の権限は宗教・教

育面に限定されており，政治的実権は政治的首長カラモ

コニウレ・ワタラの手中にあった。などなどの理由で，
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パンジエールはコング市は宗教都市の色彩はきわめて薄

いという印象をえている。

市民の生活は一般に裕福で，彼らは自分たちの奴隷を

廓外に住まわせ，ミレット，とうもろこしなどの食糧を栽

培させるとともに，織物，染物など手工業にも従事させ

ていたとLづっさらに彼らは奴隷をひきつれて年にし

21支，長距離交易の旅にでるのを常としてし、た。町の中

央にある横田0メートル，縦200メートルほどの広場には

毎日，夕方になるとおよそ1α治人ぐらいの人びとが集

り，市が開かれる。そして513ごとに関かれる大市とも

なると，その人数はさらに増え，祭りのにぎわいを呈し

たというわそこで流通している通貨は主に子安貝であ

り，取引されている主要な産品は，北部から運びこまれ

る岩塩，南部から北上してくるコーラの実であり，金の

取引はわずかであった。

ゴング市は，この地にマンデfング系の人びとが流入

してくる以前から小さな集落として存夜していた。しか

し17世紀，パウレ王国やアシャンティ連合が支配してし、

た南部の森林地帯とニジエール）II簿山部の商業中心地と

の交易が拡大するにつれて，コング地方へのマンディン

グ系の商人の移入，定着は増大していった。そして彼ら

の勢力が量的に増大するにつれ，それまでのように地ji;

民のセヌブォ族の諸首長の政治的権威下にとどまってb、

ることに対する不満が増大した。そして18世紀はじめ，

マリンケ族の 1！）ネッジ，ケイタ一族の宋溜であると自

認するセク・ヴタラ（Sel札 1Ouattara，パンジエールが会

見した国王，カラモコ＝ウレ・ワタラの祖父にあたる）を

指導者とする峰起がおこれコ〉グ市から地元民を放遂

したe こうして，セク・ワタラはコシグ市の政治的支配

権を掌中にした。

コング・mの支配権を獲得したセク・ワタラは，この地
域tこ散在するマンデイング系の商人の勢力を結集して，

周辺の他部族の小首長田を次々にその支配下にくみU、

れ，コング市を首都とするマンヂィング系荷人口ジュラ

の主匿を1c戒した。この王国は，森林地帯から什パンナ

にいたる南北の交易路に沿って点々と一族のものを移住

させるなどして急速に勢力拡張して」、き，そのぷ盛期に

はコング国の権威は北iこ折jってジェンネ，サシJt;J辺にま

で達していたという。しかし，セク・ワタラの死後，王

位継承をめぐって内紛がおきコングの権威は急速に失墜

L司コングの支配下にあった諾地jぬま自立してしぺ。ノく

ンジエールが訪れた当時のコング国の政治的支配権は，

ほぽコング市だけに縮小していた。
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そしてパンジエールが訪問してまもなく，フランス軍

とこれに抵抗するサモリ軍との戦闘の前線となったコン

グは，サモリをうらぎってフランス軍に庇護をもとめた

ことを理由に， 1897年，サモリ軍によって攻略され壊滅

する。それ以後，南北ノレートの交易は衰退しコングは商

業都市として再建されることはなかった（注70¥

7. まとめ

以上，六つの異なった地域，時代のジュラ系薦人につ

いて検討した。検討した資料は断片的であり，これら六

つのジュラ系商人グループ。の相互関連についても不明な

点が多い。しかし，以上の検討から．ガーナ帝展時代の

ソニンケ人商人から発したとされるジュラ系商人に隠し

て，およそ次のようなことが概括的にいえるであろう。

まず第1に，植民地化前の西アフリカにあって，彼ら

は少なくとも14世紀には自らを専門的商人として確立

し，主にサパンナと森林部にわたる長距離交易において

活動してきたということである。 17世紀以降にあって

は，東域のハウサ商人と凶アツリカを大きく二分するか

たちでジュラ系商人はその西域を自己の領域として活動

してきたのである（注71）。ハウサ商人の活動領域どの境界

は，今日のガーナ附近であったようで，それでもこの附

近から西方のセネガル，ガンピアまで，南北にはニジエ

ール川簿曲部から，ギニア湾岸の森林部にいたる広大な

領域が彼らに確保されていた。ジュラ系商人は，この広

大な地域に東西南北，縦横に走る交易ノレートに沿って点

与と，コング市のような拠点を形成して活動を拡張して

し、ったのである。

第2に，商アフリカの政治史との関連で興味深いの

は，ジュラ系商人は少なくとも19世紀末の植民地化にい

たるまでは，順調に連続的に彼らの活動を拡大してヤっ

たようにおもわれるのに対しこのジュラ系商人の活動

の広さにみあった政治権力はこの地域には形成されるこ

とはなかったということである。ジュラ系商人の側から

いえば，ガーナ帝国，マリ帝国にはじまって，各地に次

々におこり滅亡していった大小さまざまな政治権力の聞

をぬうようにして，彼らの商業活動を持続してきたので

ある。とくに植民地前夜の19世紀末の情況としてヤえ

ば，ジュラ糸商人が活動してヤた地域は政治的にはきわ

めて零細な単位に分断されていたといえるのである。長

距離交易に従事するジュラ系商人の存在と，広域を支

配する政治権力の不在は，まさに植民地化前夜における

阿アフリカ社会の特質の一つであったといえよう。

(itl) ワンカラ尚人の役割について考察した論文

研究ノート

として， Lovejoy,Paul E，“The Role of the Wan 

gara in the Economic Transformation of the 

Central Soudan in the Fifteenth and Sixteenth 

Centuries，＇’ Journal of African History, 第19｛幸治

2ザ， 1978年， 173～193ベージがある。本稿。）ワンカ

ラに関する情報は，主に上記論文に依加している。

（注2) 同上論文 176ベージ。

Ci主；l) 向上。

（／王4) 英，仏語文献では Yarse （惚数 Yarga）と

つつられているが，ここではモン研究家， 1!1図版造に

なら.，て「ヤノレシJとしておく。 JIIHI 1狽造『サパンナ

手中日z』新潮社 1981年 36ベージ以下参目黒、のこと。

（注5) Izard, Michel，“Les Y arse et le commerce 

clans le Y atenga pr品colonial，” Meillassoux編，前J白

書所収， 214～227ページ。

(il 6) Jll ll:l順造『無文字ν〉社会』制波書店 1976 

ff 51ベージ； Fage,J. D.，“Reflections on the Early 

History of the MossトDagombaGroup of Stat白，”

J. Vansina; R. Manny；し V.Thom山続， The

Historian in Tropical Africa i;~ JI:.'., 日ンドン，

Oxford University Pr田s,1964札 191〆ーシ。

(I主7) Izard，前十局論文， 217ベーシ（注2）。

（注8〕 向上論文 217ベージ。

（注9) ！日llニ論文 216べーン。

（注10) 同アフリカ史の概説書にこのルートは示さ

れていなし、。たとえば， Hopkins,A. G., An Eco・ 

,wmic History of West ilf rica, ロントン， Long-

man, 1973年， 59ページ。

(iUl) Curtin, Philip D.，“Precolonial Trading 

Networks and Traders: Dial乞hanke，＇’ Meilla問。ux編，

前掲議所収， 228ベージ。

（注12) 同上。

(il13) 向上論文 233～234へージ。

（注14) 同上論文 233ベージ。

（注15) Hodges, Cornelius，“ Dispatch to the 

Royal African Company ＇’（ T. c;. Stone，“The 
Journey。f Cornelius I Ioclg出 inSenegambia，＇’ 
English Historical Rι’ieu・，治；＼9¥J, 1924年， 89～

95、ーンiこ収録〉。

(tU6) カーテ 4γは，繊維fご噌7が品4J: たは奴隷と

交換可能であった（onlytextiles were directly ex・ 

changeable for either salt or slaves）と古L、てし、る

が，それでは彼のその後の記述と矛盾するので，筆者
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が本総のように解釈 Lた。 Curtin, 前J劫論文， 2::i4ベ

ーシ。

（注17) l司上論文 234～2:35へージ。

（注18) 同上論文 235へージ。

（注19) 向上論文 232～233ページ。

（注20) G・P・マードックによるとラ ワンプfラほ

マリンケしつ日lj名として，ヤノLシはモシ社会に定着した

マンデ系の少数者としてそれぞれ絡げられている。

Murdock, G. P., A，介ica,its Peoples and Their 

Culture History，ニューヨ ク， McGraw-Hill,1959 

年， 72,79ベージ。

（注21〕 Curtin，前掲論文， 228へージ。

（注22) Sanneh, Lamin，“The Origins of Cieri-

calism in West African Islam," Journal of African 

History，第17巻第 1~J-. 1976年， 54～55ページ。
（注23) )i,] .b論文 55べ－ ;: （注29）。

(1注24〕 Sanneh,Lamin，“Slavery, Islam and the 

Jakhanke People of West Africa，＇’ Africa，第46巻

白（l1号， 1976年， 86ページ。

（注25〕 本総第E節 （注 2）参照のこと。

（注26) Sanneh，“The Origins・・・・ ，” 56ベーν。
(1127) I叶i・0

（注28) 同上品文 59ヘーン。

(/129) Curtin，断］婦論文， 230へ－ ；：。

（伎30) Sanneh, "The Origins・・・…J・67ベーシ。
(l-t:31) か；JU命文 60ページ。

（注32〕 同上諭文 68ベージ。

(il33) 川上品文 63ヘージ。

Ut:34) 同上論文 60ベージ。

〔注35〕 Wright,Donald R.，“Darbo Jula: The 

Role of a Man《linkaJula Clan in the Long-Dist閉じe

Trade of the Gambia River and Its Hinterland，” 

A介icanEconomiι・ History, 1977年春季払 33～45

へーシ。上記論文には，著者が具体的仁どのような聡

取調立を行なったのかその詳純はぷきれていないが，

注記としてヨ著者が面接，聴取を行なったアノレ・ハジ・ラ

ミン・ターボ（AlHaji Lamin Darbo）はか， 6名の↑，＇I

￥日桜fJt者U〕氏名がHされ＇i'.l、る。

（注36) 川上論文 33ベージ。

（注37) ライトは，英語で書かれた上必論文では去

最（j〔（注35〕在地主JI！れι〕こと〕にもある.＇・ j；り， ダーイやが

l品一j;c'.,族名ct・.r ：..ディンカ℃あるとしこいるが，［11]論

文に附された仏語の要約では，マりンケの1クラン
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(un clan malinke）となっている。つまり，ライトの

用語法ではマ γディンカとマりンケは，同ーの族を指

しているものと推測される。また本文中の記述におい

ても，ライトのいうマンディンカU：，本稿で採用して

いるハードの分類によるマンデインカよりマリンケに

近い怠味で，あるいは少なくともマりンケを合んだ意；

昧合いで用いられているようにおもわれる。そこで本

稿では，ライト自身がフランス語ではマリンケとして

いることでもあり，ライトがマンディンカとしている

ところは，マリンケと修正しておく。

（注38) このブオフアナという氏抗は，前引でとり

あげたジャハンケの聖職者アノレ・ハン・サリの子息、の

1人で， Vぺ’ハ・バンプクの商業を Lぜった一族の名と

してでてくるが， 1,lij者にどのような関係があるのか，

その点を明らかにする資料は，これまでのところ入子

しえてレない。

（注39) Wright，前地論文， 37ページ。

（注40〕 同上。

（注41) i寸上論文 37～38ベーン。
（注42) 向上論文 39ページ。

（注43) 1734年のイギリスω記録（“Accountsand 

じharges,James Fort, River Gambia，＇’ ロンドン，

Public Record Office, 1734年， ぐ仁 70/1451, 232～258 

ベージ）によれば，ンュブーノレ在住のプラム・セ.:,・・ 

ボ（Bramse Darbo) （よ，ニウ iに在住し商業を悦ん

でいたヨーロァパ人との混血の的；人実業家シッ・ベア

レ（SiraBeare）と， ニウミ国：i：トス・コり・ソンコ

(Dusu Koli Soni王o）との！討に生じf：派争を調停したe

チルーム凶Tが，ザルームJIIをi!Jti r 中の英［t1布？を傘捕

したとき， シェームズ島の英国基地はジュブーノレ：直：住

のスレイマン・ダーポ（SulaymanDarbo）に対して船

舶と乗組員の返還の允めの交渉を依娯し，紋はそれに

成功した。 Wright，前掲論文， 39べ－ ；：。

（注44) l司上論文 40ベージο

（注45) 向上論文 40～41ページ。

（注46) 向上論文 40ベージ。

Ut47) この頃のマラカに関する記述は， R・ロハ

ツの下，；t.¥J〕論文仁：主lこ依挽している。 Robert色，

Richard，“Long Distance Trade and Production: 

Sinsani in the Nineteenth Century，” J側 rnalof 

African I Jistoη，耳l21巻第2r;, 1鈎O年， 169～188
/ 、巴件、ーン。

(/148) カジャーガ・ソニンケとはどのような1生中西
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。Jグループであるのか， ロハぃツの論文にも説明がな
く不可ーである。

（注49) Roberts，前崎論文， 170ページ。なおG・

P・マートックは，マラカをマルカ（Marka）と表記し，

ソニンケ・グループに含めて分類している。 Murdock,

前掲沓， 72へージ。

（注50) ソニンケ人の伝原に覚場するワガドウ国

は，アラビア語文献に登場するガーナ帝国であろうと

いう批測が今日，定説化しつつあるが，まだ篠定され

るにはいたっていない。本稿，第E節012）参照のこ

と。

（注51) Roberお， 1][jJ品治文， 171へージ。
（注目） Ahderrahmen hen Adullah hen Imram 

hen Amir es Sa’di若， 0.Housas仏訳， Tarikhes-

Soudan，バリ， 1931年， 68ベージ（Roherts，前掲論

文， 171ベージより孫ぴき〉。

(/:l:53) Roherts, i狩掲論文， 171へーン。

(/t54) ただしドラブオプ、（Delafosse）は，マラカと

は，もともと「JIIのない広がりj という意味であるが，

ゆこでは具体的にはサ d、ノレ地域を；G:1*する r.，.ラjhこ
｜人ひと」を，色味すろ｝tllJ/i「カjがっし、たもので，

「サヘノレの人びと」という店、味であるとしている。

Delafosse, M., La langue mandingue et ses diale-

ctes，首＼ 2 ！／主，パり， 1955年， 489ベージ（Person，前

J封書，第 1払 124へ－ ；：（注27〕より孫ぴき）。そして

へんソンによれば，このマラカというJ告は，マり '/i'i匝l

11.'f代以降，ノ、ゥサi荷人を金、1!,fとするマヲパ（Maraba）と

戸、Imして，ニジェーノLJI! J：・流出身のi九人全体を指すよ
うになった。 Person，古ljjt＼＆，第 1之さ， 96へージ。

（注55〕 Roberts, ilti斜J(aX,171～172ベージ。

（注56〕 同上論文 172へージ。

（注57) nu 1Jiには触れなかったが， D・R・ライト
は，マラカ隣人の場合， l村下するそーノレ人との問で成

点しているスラカ・ジャーテイギと同機のシステム

が，セネガンビア地域に存在していたことを指摘して

いる。ただし，そこではスルカ（Suru躍的とよばれ，ま

t.: ；：ャーテイギとの関係一むより l'l丘伎の強い客人とし

サマラン（samalan）という純武器もあると L、う。なお

ン→ナニでし、うスラカとセネガ J 七γiこおけるス JI,ガ

（よ F•J じ J昔であるとお 1, l JI lみが， p .•、ーツがスラカ』立

ムーア人という怠味であると説明しているのに対 L,

ヲイトはスノL力、は存人というなI凡であるとしている。

Wright，。lj掲論文， 36～37へーシ； Roherts，前婦論

文， 174ベージ。

(Ll:58) Roherts，同上論文， 174べ－ ；：。

（注目） 同上論文 173ベージ。

（注60) Cailliる， Ren品， Journald’un Voyage a 

Tembouctou et a Jenne，パリ， 1830年，第2巻，
103, 115～116ページ（Roherts，前掲論文， 176ベージ

より孫びき〕。

なれこのR ・カイェの旅行記の内容はJllfflll民造が下

記十つぎで一部，紹介している。 JII出傾，i!.lIfサバンナの

f」，，I；』 101～114ベージ。

(H:61) これは， pパーツが，現地セグで務取した

情報にもこづいたものであるが， 1828年，カイエが同

行したキャラパンは，現地で 1頭 1万1αぬコーリーの

価格で購入している。また1880年には，セグ市におけ

るろば1頭の価格は4万コーリーであったという記録

もある（Gallieni,J. S., Voyage au Soudan franrais: 

Haut-Niger et pays de Segou，パリ， 1885年， 437

ページ）。この大幅な価格の差異の理由は，ロバーツ

も不世；Jであるとしている。 Roherts，部j掲論文；， 178ベ

。
ソ
J

(iJ:62) Leo Africanus札 A. Epallar<l仏訳，

IJescrかtionde l'Afrique，ノ《リ， 1956年 465ベージ

(Roherts，前掲論文， 183ベージより孫ぴき〕。

（注63) 1897年，デュボワ（P.Dubois）が行なった

抗計， Duhois,F., Tombouctou la Mysterieuse, 

リ， 1897年， 191ページ（Roherts，前掲論文， 183ベ－

；：より孫，；：き）。

(i主64〕 このカヌーの構造に Jコいては， Ill図版造の

符舟l= j川、て，カイエの記述が料介されている。 JII回
『サパンサの手帖』 118～119ベぃ：／ 0 

（注65) Jaime, Lt., De Koulikoro a Tombouctou 

sur la canonniere‘le Mage ’，パリ， 1894年， 218ベ
ージ（Rober飴，前掲論文， 184～185ベージより孫びき〕。

（注66〕 Roherts，前掲論文， 185～186ベージ。

（注67〕 ロパーツは， ミレット50袋の原価は算定不

可能’して価額を示さず，そのまま費HJ:H勿ーからも落

してL、う方，これは切らかな誤りであろう。

(n68) 今日， コート・ジオ，； ＇｝ ーんの公式統計では，

かつての 1 ング市を含むコロコ一地）jl)住民の狭名とし

れえブオととも十こジュラをあげと＇ 、る。

1962年の調査によると，両者の人口はセヌフオ人24

万人に対してジュラ人は 5万8伺O人と推計されてい

る。 Ministeredes Finances, des Affaires長conomi-

49 



Ⅳ　おわりに

1982050052.TIF

研究ノート

ques et du Plan, Region de Korhogo: Etude de 

develoρpement socio・economique:Rapport Demo-

graphique，パリ， SEDES,1965年， 11ベージ。

(/::t69〕 Binger,L. G., Du Niger au Golfe de 

Guinee par le pays de Kong et le Mossi，パ日，

Librairie Hachette et Cie., 1892年。本書につい之

は，その内向レ「） .部を，筆者が『アジア経済』誌上に

紹介したことがある。原口武彦「L•G ・パンジエー

ル持『西アブりカ紀行一一ニジェーノレJIIからギニア約

まで一一寸」〔資料紹介入〈『アジア経済J第15巻第10号

1974年10月 65～83ベージ〉。
（注70) Person, Yves，“Samori and Resistance to 
the French，” Rotberg, R. I. ; Ali A. Mazrui編，

Protest and Power in Black A介ica所収，ニュー

ヨーク， OxfordUniversity Press, 1970年， 108ベ－

v。
（注71) 19世紀におけるジュラ系商人とハウサ商人

の活動領域については， Adamu,Mahdi, The Hausa 

Factor in West African History，ザリア，ナイジ

エリア， AhmadBello University Press, 1978年を参

照のこと。
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N おわりに

以上，今日，コート・ジボワーノレのアピジャン市を中

心として活動しているジニムラ薦人の系譜を辿ヮてきた。

しかし，それは資料的な制約もあって，植民地化前夜

までの時期にとどまった。彼らが植民地化以降の遜程に

どのように自らを適応させ今日にいたったのかという経

過については考察することができなかった。それは，今

日における彼らの活動の実態分析とともに残された課題

として今後，検討していきたいと考えている。ただ現在

の時点でいえることは， 14世紀来の長距離交易の中で専

門的商人として活動してきたジュラ系商人は，植民地時

代を経て独立を達成したコート・ジボワール閣という今

日的状況の中で，新たに一つの経済勢力として蘇生し，

拾頭しつつあるということである。

その彼らが噌今日，国家・と外国資本を主な担い手とし

て推進されつつある経済開発の過程において，どのよう

な役割を果そうとしているのか，これまた今後の課題と

して残されるが，本稿？土そのような課題に挑むための準

備作業のーっとして，ここで一応しめくくっておくこと

にする。

（アジア経済研究所在コート・シイツール海外調査員〉
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